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        一　紅い蝋

        　

        施主にその用途が明かされぬ部屋があってよいものか。

        ――いや、まったくもってよくない。

        　

        「――ぁ、あっ」

        紅い蝋が白い体に点々と撒き散らされていく。とくに多く垂らされているのはふくよかな乳房の先端だ。薄桃色が紅へと塗り替えられていく――。

        「ゃ、あぁっ……」

        女は身動きがとれない。両手両足は黒い革の枷に囚われ、蝋が垂らされるたびに抗ってビクンと跳ね上がる。もうひとりの女がその様子を見て愉しむ。

        「かわいい」

        「ふ……く、ぅっ」

        蝋にまみれたふくらみを、黒い服を着た女がつかんで揉みまわす。形のよい乳房はぐにゃぐにゃとなまめかしく姿を変え、いたぶる側の女の性欲を煽る。

        「……っ、たまらなく綺麗ね」

        女は恍惚とした表情で深く息を吐き、なまめかしく尖った薄桃色を指でこねくりまわす。

        「ゃっ……ぁ、は……んッ」

        拘束された女は苦悶して身をよじった。

        「ぁ、っ……あ！　……これ、外して……！」

        「だめ。だって……ほら」

        黒い服の女は秘所を指し示して即答し、笑みを深める。そこはしとどに濡れていた。快感を明示する愛液が女の皮膚を伝っている。

        「ゃっ……だめ、そこぉ……ッ！」

        身動きが取れない女の秘所に黒い服の女が指を挿れ、浅いところをまさぐる。

        「もうこんなところまであふれさせて……いけないわね」

        嬉しそうに口角を上げ、女はさらに指を奥へ沈み込ませる。

        「あぁっ！　……は、ぁん、うぅっ」

        裸の女が身もだえすると、彼女の胸に散っていた赤い蝋が剥がれて床に落ちた。形のよい乳房はふるふると揺れ、その先端は硬く勃ち上がり黒い服の女の情欲をかき立てて指の動きを盛んにさせる。

        「あぁあ、っ、はぅ……う、んぁっ――！」

        ぐちゅぐちゅというなまめかしい水音が立つのは拘束された女の蜜壷が濡れすぎているせいだ。

        「だめっ、だめぇっ……！」

        女がぶんぶんと首を横に振って抵抗しても、もうひとりの女は指を突き動かすのをやめない。それどころか、ますます活発にさせた。

        この密戯に至るまで六ヶ月。そして発端は、ふたりが十年ぶりに再会したことから。

        　

    

    
        二　同窓会

        　

        女がひとりで家を建ててなにが悪い？

        ――いや、だれにも文句なんて言われていないけれども。

        　

        独身、看護師、三十一歳。ここのところ自発的に年齢を言うのは憚はばかられるようになってきた。

        しかし、いまここにいる面々はみな同級生なので幾分か気が楽だ。

        中枝美和なかえだみわは高校の同窓会に参加していた。畳敷きの大広間には三十人ほどが集まっていて、たいそうにぎわっている。

        女性陣のなかには子どもを連れた友人も少なくない。うらやましいという気持ちがまったくないかというと嘘になるが、恋人すらいない身としては縁遠く、どうあっても他人事だ。

        「――じつは家を建てようかと思ってるんだけど」

        何気なくサラリと告白すると、友人たちはいっせいに「はぁっ!?」と声を上げた。まわりはみな既婚者ばかりだった。たまたま既婚者が自分のそばを囲んでいたのだと思う。そう思いたい。

        「一緒に住む予定の人はいるの!?」

        左隣りにいた友人に聞かれた。彼女の左手、薬指に光る指輪がとてつもなくまぶしく感じる。

        「いないよ、そんな人。……犬を飼おうかと思ってる」

        まわりがいっせいにため息をついたのがわかった。

        ああ、そんな残念なものを見るような視線を向けてくるのはやめてもらいたい。心が痛む。

        「だってホラ……家賃を払い続けるよりもさ、小さくても自分の家を建てて住むほうが伸び伸びできていいかなって」

        やけ酒よろしく、美和はグイッといっきにビールをあおった。

        「すみません、ビールおかわり」

        タイミングよく近くを通りかかった店員に空のジョッキを手渡す。

        どうせいまは四面楚歌。家を建てることに賛成や後押しをしてくれる友人なんていないだろうと、はなからわかっていたのでとにかく一人で祝いの酒だ。やけ酒ではない、たぶん。

        「……あの、美和ちゃん」

        小さな、呼び声。とても小さな声だったけれど、やけに耳に響いた。その声の主を探す。

        「あ……水希ちゃん。なあに？」

        尋ねると、彼女――高鷲水希たかすみずきは懐から名刺を取っておずおずと差し出してきた。

        『高鷲水希設計事務所』と記された名刺を親指と人差し指でつまみあげる。

        「えっ、水希ちゃんは設計士さんなの!?」

        水希がこくりと恥ずかしそうにうなずく。

        （そういえば水希ちゃんは建築学部に進学したっけ）

        それでいま、設計事務所を営んでいるというわけか。美術の時間に彼女がよく建物を描いていたのを急に思い出した。あまり上手とは言えなかったが、緻密に、丁寧に描かれたその絵が好きだった。

        「もしよかったら、見積もりだけでも……どうかな」

        どこか恥ずかしそうに頬をかきながら水希が言った。

        家を建てることに賛成――とまではいかないかもしれないが、前向きな反応を示してくれるひとがいたことに嬉しくなる。それがたとえ営利目的でも。

        美和は秋晴れの空のようにパァッと表情を明るくさせた。

        「うんっ、よろしくお願いします」

        　

    

    
        三　思わぬ提案

        　

        貸しビルの三階に水希の設計事務所はあった。入り組んだ裏路地に面していて、立地はあまりいいようには思えない。

        「こんにちはー……」

        ガラス扉を開けて事務所のなかへ入る。するとすぐに気立てのよさそうな女性が出迎えてくれた。

        「いらっしゃいませ。中枝様ですね？」

        「はい。お世話になります」

        にわかに緊張するのは、こういうところ――設計事務所を訪ねるのが初めてだからだ。モデルハウスには何回か行ったことがあるが、それとはやはり雰囲気が異なる。

        女性の案内で応接室に通される。水希は数分後にやって来た。手にはタブレットと、それから大きなファイルを持っていた。

        「美和ちゃん、こんにちは。ご足労いただいてすみません。迷わなかった？」

        「うん、大丈夫」

        「そう、よかった」

        ほがらかに笑い、水希は美和のななめ前の椅子に腰掛けた。「さっそくだけど」と言いながらファイルを広げる。その大きなファイルにはこれまで彼女が設計してきた建築事例がまとめられていた。

        「水希ちゃんは住宅の設計がメインなの？」

        「そうね。住宅が八割、商業建築は二割ってところかな」

        ファイルをめくりながら水希は美和に尋ねる。

        「それで、どういう家に住みたい？　たとえば庭が広い、とか……もしくはコンパクトに動けるほうがいい、とか」

        「うーん……。それが、具体的にはまだなにもなくて。あ、犬を飼いたいってことだけかな」

        「……そっか」

        水希はなにやら思案顔になった。深刻に考え込んでいるように見える。

        （え、どうしたんだろう。やっぱり一人で家を建てるなんて無謀なのかな）

        貯金も収入もそこそこある、というのを進言しようとしていると、先に水希が口をひらいた。

        「美和ちゃんの将来設計に私を入れてもらえないかな」

        「――へ？」

        美和はポカンと口を開け、パチクリと目を瞬かせた。

        「ここは貸しオフィスなんだけど、そろそろ自分の事務所を持ちたいなと思ってて。共同出資ってことで……どうかな」

        「え、えっと……」

        お金を出し合って家を建てる――ということは。

        「それって、一緒に住むってこと？」

        訊くと、水希はほんのりと頬を赤く染めてコクリとうなずいた。

        美和は何度もまばたきをした。何度そうしても、水希の表情は変わらず真剣だ。

        「え、っと……」

        さて、どうしたものか。女がふたりで家を建ててはいけないという法律なんてないと思う。しかしお互いのことを考えると、どうなのだろう。

        （もし水希ちゃんが誰かと結婚、とかになったら……）

        ああ、そうか。彼女は独立した自分の事務所が欲しいわけだから、結婚するとなればまた別に新居を建てるに違いない。とはいえ大きな買い物だ。いくら建築士だからと言って、そう何軒も自分の家を建てることができるのだろうか。

        うーん、と考え込んでしまった美和を水希は心配そうに見つめる。

        「返事はいますぐじゃなくてももちろん大丈夫よ。ただ、そういう選択肢もあるっていうのを知って欲しくて」

        「う、うん。ありがとう」

        美和はあいづちを打ち、白地に小花模様が散らされたコーヒーカップを手に取った。受付カウンターにいた先ほどの女性が淹れてくれたものだ。

        （水希ちゃんと、一緒に住む……）

        正直なところ高校時代はそれほど仲がよかったというわけではない。だから、少し疑ってしまう。水希は出資者が――金ヅルが欲しいだけなのではないか、と。

        美和はしだいに神妙な面持ちになっていった。

        「……ごめん、困らせちゃってるね。家を建てること自体が嫌になったらそれでも大丈夫だから、ね？　見積もりのあとでキャンセルしてもいいから、ひとまず気楽に……そう、ドライブがてら土地を見てまわらない？」

        美和はコクコクとうなずいて同意する。

        先日の同窓会のときよりも水希が饒舌で、そして頼もしく見えるのはここが彼女の職場だからだろうか。それとも先ほどの申し出のせいか――。

        　

    

    
        四　高台

        　

        その後、不動産屋の営業マンをまじえて土地を何ヶ所か見学した。それから夕食をとり、いまはふたりで高台から夜景を眺めている。

        （……なんだかデートみたい）

        これではまるで結婚を控えて新居探しをしている恋人同士だ。いや、女性同士だけれども。それに見学した土地はどこも彼女の事務所を併設するのに適した場所だったような気がする。

        隣にたたずむ水希を美和は横目で見やる。彼女のダークブラウンのウェーブヘアがそよそよと夜風に揺れている。

        （もとがいいひとは歳をとっても綺麗なのね）

        高校時代の水希は物静かな美少女、という印象だった。いまも――いや、むしろいまのほうが、大人の女性としての色気が備わっていっそう美しい。

        「あ……」

        不意に目が合った。視線を逸らすタイミングを逃してしまった。そのまま見つめ合う。首すじに水希の手が添う。彼女の手は熱い。

        「寒くない？　美和ちゃん」

        「うん、平気」

        中秋の名月のもと、清涼な風が吹き抜ける。美和の長い黒髪は風にサラサラと揺れる。その一束を水希は指に絡めてもてあそんだ。

        （え、え……？）

        この雰囲気は、あれだ。看護師の職に就いてからは縁遠かったあの感覚にいま見舞われている。いや、女性同士でこんな雰囲気になるのは初めてだ。

        「……美和ちゃんのこと、好きだったの」

        「……っ！」

        胸が妙な具合に高鳴る。それと同時に、彼女の告白にとんでもなく混乱している自分がいる。

        （好き……って、どういう意味で？）

        好きだった、というのは高校時代のことを指しているのだろう。しかし過去を振り返ってみても、水希にそんな素振りはなかった。別段仲がよいというわけでも、仲が悪いというわけでもない程度の友達だった。

        どんどん彼女が近づいてくる。高台の東屋の近くには外灯があるけれど薄暗い。それでも彼女の顔立ちが整っているのがよくわかった。目や眉、鼻筋に唇――それぞれが形よく、バランスよく配置されている。

        「再会したら告白しようって決めてたの。ずっと後悔してた……。どうして想いを伝えなかったんだろうって。……気持ち悪い、よね。私……」

        美しい顔が悲しそうに翳る。美和はつい「そんなことない」と言った。

        （好かれてるのは嬉しい。水希ちゃんのこと、嫌いなわけじゃない。でも――）

        水希はいわゆるレズビアンなのだろう。しかし自分は、いままで女性を好きになったことはない。

        「ああ、もうだめ……」

        「えっ、な、なにが？」

        「美和ちゃんの唇に触れたくてたまらないの」

        「……！」

        美和はエサを求める金魚のようにパクパクと口を動かしてうろたえる。

        （唇に触れたいって、それって……）

        「私とキスするの、嫌？」

        「へっ!?　えっ、と……」

        柔らかな手のひらが両頬を包む。水希はどう考えてもキスをする気まんまんだ。

        「ん……っ！」

        唇が重なる。返事をするタイミングを逃してしまったのは、自分でもいいのかダメなのかわからず戸惑っているからだ。目を開いたままキスをしている。

        水希の瞳は閉ざされている。彼女のまつ毛が長いのがよくわかった。

        （どっ、どうしよう）

        完全に流されてしまっているが、押しのけるのもどうかと思う。そう思ったのは彼女とのキスが嫌ではないからだ。

        （柔らかくて、温かい――って、そうじゃなくて）

        あわてふためいているあいだに口づけが終わる。

        びゅうっ、と強い風がふたりのあいだを吹き抜けた。少し肌寒い。水希の前髪がヒラリと風になびき、目もとが際立つ。大きな瞳だったが、しだいに細くなっていった。水希は眉根を寄せていて、なにやら辛そうな面持ちになった。

        「……ごめんね、美和ちゃん」

        彼女の手が腰にまわり、背を撫で上げる。服の上からではなく水色のブラウスの中を、だ。

        「……っ!?」

        つめたい手の感触に身震いしてしまう。

        「な、にを……っ、えぇっ？」

        下着のホックが弾けるプチンッという音が聞こえた。そんな小さな音が響くほどここは静まり返っている。

        水希は美和の背中を撫でながら言う。

        「水希ちゃん、すごく柔らかくて、温かくて……止まらない。……揉んでもいい？」

        「も……むっ？」

        ふたたび唇を塞がれ、今度は舌まで入り込んできた。

        （水希ちゃん、積極的すぎない!?）

        屋外だというのに、体をまさぐる彼女の手は止まらず勢いを増す。

        「……っ!!」

        声もなく驚く。唇を塞がれているものだから、胸をわしづかみにされても声が出せない。背中にあった彼女の両手が前にやってきて、じかに胸を揉みしだいているのだ。

        「ん、ん……っ！」

        美和はくぐもった声を漏らしながら水希の腕をやんわりとつかむ。一応、抵抗しているつもりなのだが彼女の両手は止まらない。

        （ど、どうしよう……）

        水希の手を心地よく感じてしまっている自分自身に戸惑う。下半身が潤みをたたえ始めたのがわかった。モジモジと脚をこすり合わせる。

        「……気持ちよくなってきた？」

        すかさず水希が指摘してきた。美和はあいまいに「んぅ」とうなる。

        （こんなの、おかしい……のに）

        そうは思っても、乳房を揉みしだく水希の手は心地がよい。たまに彼女の指が薄桃色のきわをかすめると、ぞくぞくと寒気とは違う震えがわき腹のあたりを駆け抜けた。

        「ぁ、あ……んん」

        どういうふうにすれば気持ちがよくなるのか、水希は熟知している。女性なのだから当たり前といえばまあそうだ。

        「ひゃっ！　あ、ぁっ」

        ふくらみのいただきにはなかなか触れられず焦れていたところに、急に指が乳頭を弾いたものだから思わず大きな声が出た。

        「はぁっ……ぁ、あん……ッ」

        乳首を左右それぞれ丁寧に指でこねくりまわされ、ここが屋外だということも忘れて喘ぎもだえる。

        「美和ちゃん……かわいい」

        うっとりとした声音で水希はつぶやき、美和に手すりを持つよう促した。それから美和の後ろへまわり込み、ジーンズを開け広げにする。

        「ちょっ、水希ちゃん……！」

        これはいくら何でもまずい。こんなところで下半身を露出させるなんて――。

        「ファスナーの、開いたところから手を入れるだけだから……大丈夫よ」

        なだめるように言われ、しかしだからといって安心できるはずもない。

        「ねえ、やっぱりこんなこと――」

        やめよう、と言う前にジーンズの中に手を入れられてしまう。

        「ゃっ、あ」

        あわてて水希の手首をつかむものの、彼女の指は隠毛を伝い下りて割れ目の中へと素早く入り込み、快楽の源をキュッとつまむ。

        「は、ぁっ……ん！」

        強くつままれたわけではない。二本の指の腹で優しく挟まれ、くにくにと踊らされる。美和はそれだけで抵抗できなくなった。水希の手首をつかむ手にはまったく力が入らない。

        「美和ちゃん……」

        水希は美和の耳たぶを食み、美和の下半身をまさぐる手をいっそう活発にさせた。

        「ひぁっ!!　……っあ、あんッ！」

        蜜口の浅いところを指でえぐられた。水希の指は体の中には沈み込まず、ふたたび花芽へ戻る。ぬめり気を帯びた指で肉粒をこすり立てられると、よりいっそうの快楽がほとばしった。

        「んぁっ、あ……っは、ぁぁっ」

        美和は喘ぎながら手すりをつかんだ。そうしなければ自分自身を支えることができない。水希の指が気持ちよすぎて、その場に崩れ落ちてしまいそうだった。

        「……よく濡れてる」

        嬉しそうにそう言って、水希は淫核をいじっていないほうの手で美和の乳頭に触れる。

        「はぅっ！　ん、ンンッ」

        硬く尖りきっていたそこを指で押し上げられる。薄桃色のいただきは水希の指をかたくなに弾く。

        「美和ちゃん……っ。かわいい……好き」

        指の動きが激しくなる。

        「あぁ……ッァ、あぁあ――!!」

        ビクッ、ビクンと下半身が心地よく打ち震える。内側からトロリとあふれた愛液が水希の手を濡らすのが感覚的にわかった。

        水希は濡れた右手をおもむろに口の前へ持ってきて、ルージュが輝く唇から赤い舌をのぞかせて美和の愛蜜を舐めとった。

        　

    

    
        五　打ち合わせ

        　

        休日が、体を休めるためだけのものではなくなった。

        美和は仕事が休みの日に水希の設計事務所を訪ねるのが楽しみになっていた。

        指折りその日を待ちわびる、とまではいかないが、ダラダラとテレビを見ながらチョコレートをつまむ休日よりは、チョコレートを食べるという行為は同じでも新居のプランをあれやこれやと話し合いながらのほうが――どうせ体重の増え方は変わらないのだから――有意義に思える。

        「キッチンは対面式のほうがいい？」

        水希の設計事務所の会議室で美和は彼女と並んで座っていた。そう、最近はこうして肩を横並びにして打ち合わせを行うことが多い。このほうが資料を見せやすいのだと水希が言っていた。

        「うーん……」

        あごに手を当てて美和がうなると、水希はテーブルに広げていた内観パースを見やり、キッチンカウンターとリビングを結ぶようにパースの上に指を走らせた。

        「これだとテレビを見ながら料理ができるし、会話もしやすいよ」

        「あ、じゃあそれで」

        水希は満足そうにうなずく。

        「私も、料理をするときは美和ちゃんの顔が見えるほうがいい」

        「……う、うん」

        なんだかうまく誘導されているような気がする――というか、一緒に住むことが日に日に現実味を増していっている。

        （建築家として優秀ってことなのよね、きっと）

        　感心している場合ではないような気もするが、水希はことあるごとに「契約書を締結するまではいつでもキャンセルできる」と逃げ道を作ってくれる。それが安心材料になって前向きに検討している自分がいる。退路もあるのだと示されることでよけいに寛大になり、どんどん先へ進んでしまう。

        （うーん、なかなかあなどれないな……水希ちゃん）

        難しい顔でひとり考え込む美和の頬に水希が唇を寄せる。

        美和はキスを落とされた頬に手を当てて彼女を見やった。水希は唇を引き結んでいる。

        （私たちって……付き合ってる、のかな？）

        告白はされたが返事はし損ねたままだし、どちらかがハッキリと付き合おうと言ったわけでもない。そもそも、女性同士でそういう関係になってよいものかという背徳感も少なからずある。

        だから、こういうことをされるといまだに反応に困ってしまうのだが、「私たちって付き合ってるんだよね！」といまさら確認するのも、何だか念を押しているようで無粋だ。

        「え、……っと。どうしたの？」

        「……我慢してる。まだ、仕事中だから」

        子どもがお菓子を我慢しているときのような表情がやけに可愛かった。

        美和は火照った頬をすりすりとさする。

        （最近は恋愛とは縁遠かったから、ちょっとしたことでも舞い上がっちゃうな……。女性に告白されたのも初めてだし）

        自分を戒めつつ、水希はどうなのだろうと考え、こっそりと彼女を盗み見た。

        水希は淡いピンク色のパンツスーツを着ている。化粧は控えめだが、もとがよいので地味ではない。セミロングの茶色いウェーブヘアは艶があり、肌もすべすべだ。

        （私よりも若く見えるんじゃないかな……。綺麗だし……モテそう）

        いままでに何人くらいと付き合った？

        男の人も好きになるの？

        私のどこが好きだったの？

        ……私のこと、遊びじゃないよね？

        聞きたいことはたくさんある。ふだんは何事もズバズバと発言する美和だが、どういうわけか彼女にはそれを実行できない。

        （惹かれてる、から……？　それとも……私が、興味本位なのかな）

        女性同士の恋愛が物珍しくて彼女に夢中になってしまうのか。

        理由は何であれ、彼女に嫌われたくはないという思いが確かにあって、それが美和に積極性を生まないのである。

        「――ちゃん。……美和ちゃん？」

        「あ……ご、ごめん。なに？」

        「大丈夫？　具合でも悪い？」

        「ううん、平気」

        美和がそう答えても、水希は体調をうかがうような視線を寄越してくる。

        「看護師さんって忙しいんでしょ。ここのところ休日のたびに打ち合わせに来てもらってるから……無理させてるんじゃないかと思って」

        「大丈夫だよ、本当に。水希ちゃんとこうして話すの……楽しい、し」

        言ってしまったあとで顔が熱くなった。友達にならば、サラリと発することができる言葉だろう。しかしこんな反応をしてしまうのは、水希はもう『友達』ではないからだ。

        「……私も楽しい」

        彼女もまた、恥ずかしそうに頬を赤らめている。

        ふたりのあいだに流れる沈黙が羞恥心をいっそうかきたてる。

        「え、と……来週は、私が建てさせてもらった住宅を参考までに見せたいんだけど、美和ちゃんの予定はどうかな」

        先に口を開いたのは水希だ。いまだに赤い頬をぽりぽりとかいている。

        「うん、ぜひ見てみたいな」

        「少し遠出になるけど、私が車を出すから美和ちゃんはそのあいだ寝ててもいいよ」

        「そ、っか……ありがとう」

        水希とドライブをするのに寝ているなんてもったいない、と思ってしまったことは、恥ずかしくて口には出せなかった。

        　

    

    
        六　車の中

        　

        水希が設計したという家は高速道路を使って二時間ほどのところだった。

        その家を内外ともに見学して帰路につくころにはすっかり陽が暮れていた。

        「この先で事故渋滞が起きてるみたいね。このあたりでご飯でも食べて……時間を潰そっか」

        「そうだね」

        サービスエリアにふたりで立ち寄り、夕食を済ませる。ぶらぶらと土産物を見てまわり車に戻ると、水希は渋滞情報をチェックした。

        「まだ解消してないみたいね……。ごめんね」

        「ううん。渋滞がなくなるまでここで待っていよう？　そんなに寒くもないし」

        「……じゃあ、後ろの席に行きましょうか。ここより広いから」

        「う、うん」

        ふたりは白いセダンからいったんおりて、後部座席へ向かう。

        「……」

        車の中で、ふたりきり。肩がわずかに触れ合っている。まわりに車は停まっていないし薄暗い。そわそわせずにはいられない。

        今日は年甲斐もなく気合の入った服装をしていた。化粧にもかなりの時間をかけた。過去に付き合った男性とデートをするときよりも、遥かにちゃんとしている。

        （へんじゃないよね……？）

        いまさらだが気になってしまう。

        「……今日の美和ちゃん、いつもよりもっと綺麗」

        美和の心の中を見透かしたような言葉だ。驚きつつも喜びが湧き起こる。

        （お世辞かもしれないけど、嬉しい）

        時間をかけて準備した甲斐があったというものだ。

        「スカート……よく似合ってる。いつものパンツスタイルもいいけど、でも」

        膝に添った手が太ももを撫で上げてくる。

        「このほうが、すぐに素肌に触れられる……」

        温かな手のひらが足の付け根を覆った。探るようにゆるやかに、ショーツの上から恥丘を撫でる。

        「……私にさわられるの、嫌じゃない？」

        答えはすでに決まっている。美和はこくりと一度だけ深くうなずいた。

        水希は嬉しそうに顔をほころばせ、座席に美和を押し倒す。

        「ひゃっ!?」

        「少しだけ……」

        急に押し倒されてあわてる美和のカットソーの裾を水希は片手でめくり上げ、もう片方の手を彼女の背中へまわして下着のホックを弾いた。ゆるんだブラジャーは性急に押し上げられてしまう。

        「ぁ、っ……！」

        羞恥心から両手で胸を隠すと、

        「暗くてよく見えないから、恥ずかしがらないで？」

        そう言って水希は美和の手首をつかむ。優しい声音とは裏腹に彼女の手は強引で、座面に両手を縫いつけられた。

        （そりゃ、はっきりとは見えないけど……全然見えないわけじゃ、ない。いくら女同士だからっていっても……ううん。もう、性別なんて関係ない）

        恥ずかしいものは恥ずかしい。水希がそこへ顔を寄せるものだから、ますます羞恥心に拍車がかかった。

        「……尖ってる」

        「……っ！」

        それほど至近距離ならば、薄暗くともよく見えるに決まっている。

        「み、見ないで……恥ずかしい」

        美和は上半身をよじろうとしたが、そうする前に水希がふくらみに顔をうずめた。

        「これで見えない。文句ないよね？」

        くぐもった声には意地の悪さを感じざるをえない。

        （水希ちゃん、こういうことをするときはふだんと違って意地悪だ）

        美和は眉根を寄せる。

        「そんな……っ、あ」

        谷間を生温かいものが伝う。素肌を舐められている。熱い舌はしだいに敏感な薄桃色の部分に近づいてくる。

        「ぁ……んぁッ！」

        温かく柔らかな舌が乳輪をたどっている。尖った先端には触れないようにしているのか、水希はいただきを器用に避けて乳輪だけをぐるぐると舐めたどった。

        「あ、はぅ……ぅっ、んん」

        乳房の先端にはけっして触れてこない舌が、じつにもどかしい。焦らされているのだとわかっていても――いや、それゆえにもどかしさは募るいっぽうだ。

        「水希、ちゃ……ん」

        名前を呼ばれた彼女は上目遣いで美和を見た。口もとは弧を描いている。

        「そんな甘えた声で呼ばれたら、たまらない」

        「ふぁっ……」

        水希の唾液で湿った乳輪に息が吹きかかると、美和はピクッと腰を跳ねさせた。

        水希が口を大きく開く。その顔はいやになまめかしく、下半身がドクッと脈づく。

        「きゃっ、ぁ……！」

        水希は美和の乳首を口に含み、舌で執拗に舐め転がした。上下左右、あらゆる方向に舌でなぶり倒される。

        「いぁっ、あぁ……んっ、はぁっ！」

        ときおり「じゅっ」とひどい水音が立つ。清楚なイメージの水希がそんな音を立てて乳頭を吸うのなんて想像がつかない。しかし事実、いま彼女は美和の乳首を吸い立て、そして舐めしゃぶっている。卑猥で淫乱だ。

        （水希ちゃんにこうされて、悦んでる私も――）

        じゅうぶん淫乱な女だ。そう自覚しても、快感が高まっていくのを止められない。彼女の舌が気持ちよくてたまらない。これだけで達してしまいそうだ。

        「ぁっ……！　あっ、やぁ……んっ、はぅっ」

        口に含まれていないほうの乳頭を指でギュッと強くつままれた。そのまま指の腹でこすり合わされる。快感が二倍になったような気がした。

        「やぁっ、あ……はぁっ……っん、くぅ」

        内股をもじもじと動かしていると、水希がそこに手を這わせてきた。スカートをめくり上げて太ももを撫で、そろりそろりと探るように肌を伝って秘芯を目指す。

        「あ……ッ！」

        ショーツごと膣口を押され、蜜の存在を暴かれる。ショーツのクロッチ部分に愛蜜の染みができた。

        広くはない車内にジュッひときわ大きく水音を響かせて、水希は体をかがませた。美和のショーツを一気にずり下ろして足先から抜けさせ、彼女の脚を開かせる。

        「――ゃっ、水希ちゃん……っ！」

        脚の間に水希の美しい顔がある。彼女は秘所を凝視している。羞恥心で頭が真っ白になった。

        「恥ずかしがらないで……って言いたいところだけど。恥じらってる美和ちゃんも、かわいい」

        妖艶にほほえみ、水希は秘裂をレロリと舐め上げる。

        「ぁ、ああ……ッ!!」

        すさまじい快感に襲われる。それまで下半身でくすぶっていた快楽がビリビリと四肢の先端にまで駆け抜けた。

        「ん……」

        水希の、吐息まじりのうめき声。いや、嬌声と言うべきだろう。水希のその声を聞いた美和は情欲を刺激され、ますます蜜壷を潤ませた。

        次から次へとあふれてくる淫液を水希はあますところなく舌で掬い、そしてそれを花芽へ塗り込んだ。ぬめりきった淫核を舌先でくすぐられると、あせりにも似た感情が湧き起こっていてもたってもいられなくなる。

        （もう……イきたい）

        そう思うのに、この蜜戯が終わってしまうことを名残惜しく思う自分がいる。

        「ぁあっ……！」

        きゅっ、と乳頭をつままれる。親指と人差し指でクニクニと踊らされ、そのリズムに合わせて花芯を舌でねぶられる。

        「やっ、や……！　も、いっちゃ……う、イッちゃう――!!」

        どくっ、どくん……ビク、ビクンッ。

        余韻を残して絶頂した美和はクタリと脱力した。水希はゆっくりと身を起こし、舌なめずりをしながら美和の顔をのぞき込む。その瞳の奥底に加虐心が隠されていることを、美和はまだ知らない。

        　

    

    
        七　疑問

        　

        その日、美和は水希の事務所で何度目かわからない新居の打ち合わせをしていた。

        「……あれ？　この部屋はなにに使うの？」

        美和は隣に座る水希に尋ねた。私室の隣に、室名が書かれていない部屋がある。物置にしては広すぎるような気がする。

        「……内緒」

        水希が唇に人差し指を当てた。潤みのある唇に指を押し当てる彼女はやけに艶っぽく、ついあらぬ想像をしてしまう。

        （わ、私……本当にどうしちゃったんだろう）

        不埒な妄想をしてしまった自分自身に愕然としつつ、やはりこれは友情ではなく愛や恋の類なのだと自覚する。

        （好きに、なっちゃったんだ……）

        水希のことを性的な目で見てしまうのがその確固たる証拠だ。ただの友達に欲情したりはしない。

        「――お風呂とトイレの壁材は私に任せてもらってもいいかな？」

        不意に尋ねられ、美和はハッと顔を上げた。

        「う、うん。お任せします」

        しどろもどろする美和を、水希は微笑して眺めた。

        　

        水希の事務所で打ち合わせを終えた美和はその帰り道、コンビニに立ち寄った。入ってすぐの雑誌コーナーで、目についた住宅雑誌を手に取ってみる。

        （家を建てるってなったとたん、こういう雑誌に興味が出てくるものだなぁ）

        他人事のようにそう思いながら、パラリパラリとページをめくる。

        （――えっ!?）

        思わず声を上げそうになった。よく知る人の姿が雑誌に載っていたからだ。『女性建築家特集』と銘打って、水希が紹介されていた。

        （……ほかの建築士さんよりも写真が大きい）

        水希は人目を引く。それに、年齢の割にきっと建築実績が多いのだ。彼女が大々的に特集されていることが嬉しい反面、不安もかき立てられた。

        （水希ちゃん……やっぱり、けっこうモテるんじゃないのかな）

        優しいし、美人だし、仕事もデキる。

        （水希ちゃんは私のことを好きだって言ってくれたけど……）

        大人しそうな印象なのに意外と積極的だし、そういう経験も豊富そうな気がしてくる。

        （……もしかして、遊ばれてる？）

        美和の顔がサアッと青ざめる。

        （ううん、遊びで家まで建てないでしょ）

        安堵の色が浮かんだかと思えば、

        （いや……じゃあやっぱり金ヅル!?）

        すぐにまた顔色が悪くなった。

        （そんなこと、ない……はず）

        根拠もないのに疑うなんてよくない。美和はぶんぶんと首を横に振った。それから、手に取っていた雑誌を棚へ戻そうとする。

        「………」

        雑誌は棚へは戻らず、レジへと運ばれた。

        　

        ――不安が、現実のものになってしまった。

        美和は愕然としてその様子を眺めた。水希が、見知らぬ男性と歩いている。それも、かなり親しげに。

        美和は電柱の陰にサッと隠れてふたりをうかがった。道の往来でこんなことをしていては明らかに不審者だが、そんなことを気にしている場合ではない。

        （なんで……どうしてっ）

        涙ぐみながら、遠くから水希を見つめる。ふたりは不動産会社に入って行ってしまった。

        （まさか……私のことは遊びで、ほかに本命の家を作る、とか!?）

        ネガティブな妄想がどんどんふくらんでいく。

        （やっぱり、男の人のほうがいいの？）

        電柱にかじりつきたい衝動に駆られたが、すんでのところで思いとどまった。

        水希たちはなかなか不動産会社から出てこない。今日は夜勤だから、こんなところで油を売っている時間はない。

        （……不毛だわ）

        美和は大きくうなだれたまま、とぼとぼと歩き出した。

        　

        夜勤明けの朝。美和は水希に電話をした。

        「――新居の話だけど。白紙に戻して欲しいの」

        『え……』

        電話口でも、彼女が驚いているのがよくわかった。

        しばしの間があって、

        『……うん、わかった』

        落胆しきった声音が虚しく耳に響く。

        （どうして引き留めてくれないの？）

        身勝手なことを言って、身勝手な要求をしている。そういう自覚があっても、そう思わずにはいられなかった。

        （その程度の関係だったの……？）

        「それじゃあまた」と言って電話を切った美和はベッドに突っ伏した。

        （また――って、いつだろう）

        新居の打ち合わせをする以外に会う理由があるのだろうか。

        （これきりに、なっちゃったり……）

        いや、それでいいのかもしれない。女性同士で付き合うなんてやはり無理があったのだ。

        （……もう寝よう）

        美和は布団に頭まで潜り込んでギュッと固く目を閉じた。

        夜勤明けで疲れているはずなのに、眠気はいっこうにやってこない。

        そうして小一時間が経過した。そのあいだ、頭の中に浮かぶのは水希のことばかり。

        「――ああ、もう！」

        美和はガバッと勢いよく身を起こし、手早く身支度をした。

        （確かめに行こう。……もし、やっぱり男性のほうがいいって言われたら……ううん。それはそれで諦めがつく。とにかくハッキリさせよう）

        水希の事務所を訪ねるべく駅へ向かう。足取りは軽くない。気がはやる。不安ばかりが脳裏をよぎる――。

        　

    

    
        八　誤解

        　

        早歩きで水希の事務所に到着した美和は、弾んでしまった息を何度かの深呼吸で落ち着かせてから事務所のガラス扉を開けた。

        こんなに緊張するのはいつぶりだろう。自分自身の脈がうるさい。

        入ってすぐの受付カウンターは顔なじみだ。アポイントがなくとも水希を呼んできてくれた。

        エントランスの端にある長椅子に座ってしばし待つ。

        （会って、くれるかな……）

        一方的に新居の話を無しにしたのだ。怒っているかもしれない。

        どきどきしながら待っていると、水希がやって来た。美和はドキリとしてしまった。昨日、彼女が一緒にいた男性が水希のかたわらにいたからだ。

        「美和ちゃん！　今日は夜勤明けなんじゃ……」

        「う、うん……そうだけど、少し話がしたくて」

        「それは私も同じよ。夕方、美和ちゃんの家を訪ねようと思っていたの」

        水希が男性に目配せをする。

        「じゃあ姉さん。僕はこれで」

        男性は美和にぺこりと会釈をして事務所を出て行った。

        （……姉さん？）

        彼は水希のことを確かにそう呼んでいた。

        （姉弟だったんだ！）

        美和はカアッと頬を上気させる。

        「……どうしたの？」

        水希は美和の斜め向かいに座り、いぶかしげに尋ねてきた。

        「あ、いえ……いまの人、弟さん？」

        「うん、そう。今度結婚するの。昨日、不動産屋を紹介してあげたんだけど、いいところが見つからないってダダをこねられちゃって」

        「あ、それで街で――」

        美和はあわてて口を押さえる。

        「……街で？」

        「ふ、ふたりが一緒にいるところを、見かけて……」

        つい、うつむいてしまう。水希は悟ってしまっただろう。

        「……もしかして、私と弟の仲を誤解した？」

        水希は声をひそめてそう言った。受付カウンターにいる女性に聞こえないようにそうしたのだろう。

        美和はコクリとうなずいた。

        「ごめんなさいっ、水希ちゃん。私ったら、確かめもせずに……」

        「ううん。それじゃあ……勘違いをしちゃった自分が恥ずかしくて、さっきは赤くなってたの？」

        「うん……」

        すると水希の顔がとたんにほころんだ。

        「はぁ、よかった。弟に一目惚れしちゃったのかと思ってあせった」

        水希がじいっと見つめてくる。そうして大きな目に見つめられると、公衆の面前だというのにどぎまぎしてしまう。

        「弟には決まった人がいるからって、あせったわけじゃないからね。美和ちゃんが心変わりしちゃったんじゃないかと思って……」

        哀しげに笑う水希の手に、美和は自身の両手をそっと重ねた。

        「心変わりなんか、しないよ」

        美和は大きく息を吸い込む。

        「私と一緒に住む家を、作ってください。お願いします」

        深々と頭を下げる。しばしの、沈黙。返事がないことが不安になって顔を上げると、水希はその瞳に涙をたたえていた。

        「え、えっ……!?」

        美和がうろたえると、水希は目尻に溜まった涙を指でゴシゴシと拭った。

        「ご、ごめんね。嬉しくて……。私……美和ちゃんに嫌われちゃったのかもって、思ったから……」

        ――ああ、いますぐ彼女を抱きしめたい。

        視界の隅に受付カウンターを捉えて、美和はしぶしぶ思い留まった。

        　

    

    
        九　求め合う

        　

        「――ありがとう。ごめんね、水希ちゃん、まだお仕事中なのに……わざわざ送ってもらっちゃって」

        美和は自宅マンションの玄関先で水希に言った。夜勤明けの美和を気遣って、水希は家まで車で送ってくれたのだ。

        「いいの。……美和ちゃんはこれから……眠るよね」

        哀愁をただよわせながら水希は美和に確認した。いっぽうの美和は首をぶんぶんと横に振る。

        「ううん。もし時間があるなら、寄っていって？」

        水希の手をつかみ、部屋の中へ引き入れる。

        「う、ん……お邪魔します」

        戸惑いを見せながら水希は美和に連れられて廊下を歩く。

        「でも、いいの？　美和ちゃん、仕事で疲れてるんじゃない？」

        「平気……だよ。だから……」

        水希を連れて着いた先は寝室だ。本来ならリビングでお茶でも出してのんびりしたいところなのだが――。

        「水希ちゃんに、さわりたい」

        無性にそう思った。美和はさっそく有言実行する。

        「――っ！　私、も……」

        美和にベッドへ押し倒された水希は、積極的な美和に驚きつつ、抗ったりはしない。

        そういえば、水希の裸は見たことがない。いつも、こちらが脱がされてばかりだった。

        美和はゴクリと息をのんで水希のジャケットに手をかける。上着のボタンを外し、中のドレスシャツも前を開く。顔を出したのは黒いレースのブラジャーだ。仰向けに寝転んでいても、彼女の乳房が豊満なのがよくわかる。

        「水希ちゃんの胸、大きい」

        「そ、そんなこと……」

        恥じらっている彼女が可愛くて、美和はニヤリと口角を上げる。

        「み、美和ちゃん？」

        「いつも、してもらってばっかりだから……今日は私が水希ちゃんを気持ちよくする」

        意気込んで美和は水希の背に腕をまわした。ブラジャーのホックをプチンと弾き、ゆるくなったそれを鎖骨のあたりまで押し上げる。

        「……きれい」

        カーテンは開けっぱなしだったから部屋の中は明るい。そんな――明るみに出た水希の乳房はふくよかでそして美しく、さながら芸術品だ。いただきの薄桃色は、なにもしていないのに尖っている。

        「水希ちゃん、興奮してるの？」

        「ん……」

        水希が胸を隠そうとするものだから、美和はとっさに彼女の両手首をつかんでそれを阻んだ。

        「乳首……硬そうだね」

        自分自身の鼻息が荒い。

        （私も、興奮してる）

        いままで、女性を性的な目で見たことなんてなかった。もっとも、水希以外の女性の裸を見たところでこうはならないのかもしれないが――とにかく、彼女の鮮やかなピンク色のいただきにむしゃぶりつきたくてたまらなくなった。美和は上体を低くする。

        「ぁん……っ！」

        硬く尖りきった乳首にかぶりつくと、水希はビクンと体を跳ねさせた。そういう反応を示してくれたのが嬉しくて、調子に乗って水希の乳首を舌で舐め転がす。

        （ああ……なにこれ。楽しい……）

        舌を弾く乳頭はなぶるたびに硬さを増していっているような気がする。

        （吸ったら、どうなるんだろう？）

        口をすぼめ、水希の乳首を思いきり吸い上げてみる。

        「ふぁぁっ！　……ゃっ、あん……！　美和ちゃ……そんな、いきなり……ぁ、ンンッ!!」

        水希は両脚をバタバタと動かして身もだえしている。

        （気持ちいい……のかな？）

        単純に吸い上げているだけでは芸がないので、乳首の根もとをチロチロと舌先でくすぐる動きも加えると、水希はいっそう高らかに喘いで体をよじった。

        美和は懸命に水希の乳首を舐めしゃぶり、口に含んでいないほうのそれは指でこねくりまわした。

        「んっ……!?」

        水希を愛撫するのに夢中になっていたせいで、自分自身も服を乱されていることに、ブラジャーのホックを外されて初めて気がついた。

        「ン、ンンッ……！」

        ふたつの乳頭を水希に指でつつかれる。いまだに水希の乳首を口に含んでいるから、くぐもった喘ぎ声になる。

        「ふむっ、ぅ……」

        「んぁっ、はぁ……ッ、ああ……！」

        ふたりの喘ぎ声が寝室にこだまする。

        まだ明るい時間なのに。

        女性同士なのに――。

        背徳感が快感を容易に助長して、この相互行為をいっそう官能的にする。

        「ふぅ、あぁ……！　美和ちゃんのも、見たい……」

        甘えた声で言われては従わざるを得ない。美和は水希の乳頭から唇を離して身を起こした。

        「美和ちゃん……」

        水希は美和の乳房をそれぞれ外側から背ごとつかんで引き寄せる。

        「ぁ……っ！」

        ふにっ、とふたりの乳房がぶつかった。柔らかなところに、柔らかなそれが当たる感触は心地よい。

        「美和ちゃんの乳首も、すごく硬いわよ」

        水希が肩を揺らすと乳首同士がこすれて、えもいわれぬ快感をもたらした。

        「ひぁっ、ぁ……ん、ぁんっ！」

        「ん、はぁ……すごく、いい……。ねぇ、美和ちゃんも私の乳首をつまんでみて？」

        美和は「んぅ」と喘ぎながらうなずいて、水希の乳頭におずおずと両手を伸ばして指でつまむ。

        「ぁんっ、は、ぁう」

        彼女の乳首を指で挟み、自身のそれは水希につままれている。お互いが薄桃色をめちゃくちゃにいじり倒す。

        「はぁんっ、ん……！　ゃ、ふぁっ」

        ふたりとも下半身が焦れてきた。美和と水希は無言で示し合わせて、互いの衣服をすべて拭い去る。

        ふたりは生まれたままの姿になり、シングルベッドの上で身を寄せ合う。

        「脚を開いて……」

        水希に言われ、しかし美和もまた彼女に同じ言葉を返した。

        脚をＭ字に広げて見せ合うと、ひどく淫らな行為をしている気分になった。

        （気分だけじゃない。本当に……卑猥なことをしてる）

        　開け広げになった水希の蜜口からはぬめりけのある液体がこぼれ、てらてらと光っている。自分自身も彼女と同じ状態なのだろうな、と頭の隅で考えながら美和は水希の愛蜜にそっと触れた。

        「ん、ゃ……ぅ」

        蜜のこぼれ口の下を指でたどると、水希はいっそうなまめかしい表情になって喘いだ。

        （ナカはどうなってるんだろう……？）

        美和はふだん、膣内に指を入れる自慰はしない。初めて自分のナカに指を入れたのはおそらく学生のときだ。そのときはあまり気持ちがよくなくて、自慰では決まって小さな豆粒のほうをいじる。

        「痛かったら、言ってね」

        美和は水希に前置きをして、彼女の狭道に指を潜り込ませる。

        （うまくできるといいけど……）

        真剣な様子で、慎重に指を進めていく美和を水希は嬉しそうに眺めた。

        「平気よ……。んっ、ふ……。きもちぃ……。はぅっ、あぁ……んっ」

        水希のナカは狭くて温かい。自分のナカがどうだったのかもはや覚えていないが、彼女のそれのほうが居心地がよいような気がする。

        「イイところがあったら、教えて？」

        「ん、ふ……美和ちゃんも、ね」

        「――ひ、ぁあッ！」

        突如、水希の指が体のナカに入ってきた。ぐちゅぐちゅと水音を響かせて蛇行しながら肉襞を押し広げ、奥へ奥へと進む。

        「んはっ、あ……ぁ、ふぁぁっ！」

        とたんに、美和は水希のナカをいじっていられなくなった。

        「美和ちゃん？　指が休んでしまってるわ。……まあ、大丈夫だけどね。私の指でもだえてる美和ちゃんを見てるだけで、イッちゃいそうになるから」

        恍惚とした笑みを浮かべて、水希は美和のナカにある指を短いスパンで激しく前後させる。

        「や、だめぇ……っ！　私、ばっかりじゃ……やっ、ぁっ、アッ!!」

        水希にも気持ちよくなってもらいたい。そう思うのに、指がうまく動かない。

        「ふふ……かわいい、美和ちゃん」

        「ふっ、ぁあっ!?」

        水希の親指が淫核をぐりぐりと押してきた。快感に拍車がかかるのと同時に、

        （私も真似してみよう）

        そう思い至って、美和は水希の肉粒を親指でツンッとつついた。

        「ひゃんっ！」

        水希の発した甲高い嬌声を聞いて美和は喜び、さらにクニクニとその小さな豆粒を押しなぶった。

        「ふぁっ、は……ぁ、あっ、んんぅ！」

        どういうふうにすれば気持ちよくなるのか、淫核のいじり方ならわかる。美和は自分でするときのようにそこを指で押したり挟んだりしながら水希を悦ばせる。

        「あぁぁっ！　は、ん、ぁうっ」

        しかし水希のほうが一枚上手だ。彼女は蜜肉の悦ばせ方も熟知しているらしく、美和のナカに沈めた指を巧みに動かして快感を煽った。

        「はぁっ、あ、あぁっん――……!!」

        ふたりの喘ぎ声がしだいに高く、大きくなっていき、同時に絶頂する。それからどちらからともなく抱き合って、狭いベッドに寝転んだ。

        夜勤明けだというのもあって、美和はすぐにウトウトし始めた。いっぽうの水希は美和がいまにも眠りそうなのをわかった上で昔話を始める。

        「美和ちゃん、私が描いた下手な絵を好きだって言ってくれたでしょ。緻密で丁寧だ、って。あのころは絵が下手で……それを自覚してたから、同級生に『上手だ』って褒められても複雑で。でも美和ちゃんは、感じたままを率直に言ってくれた。飾り気のないその言葉が、嬉しかった……すごく」

        「ん……」

        水希の話をきちんと聞きたいのに、まぶたは重く、言うことを聞いてくれない。

        「きっかけはそれなの。好きなものは好き。嫌いなものは嫌い。犬を飼いたいから家を建てる。まわりに流されず、ひたむきに自分を貫くところが素敵だなって思ってた。それでも孤立しない器用なところも羨ましくて」

        「そんな……頑固で可愛げがないでしょ？　みんながいい人ばっかりだから……恵まれてるんだと思う」

        美和はゴシゴシと目をこすった。眠気と戦っている。

        （それに、水希ちゃんにはいつも思いっきり流されてる。言いたいことや聞きたいことを我慢して、ウジウジしてる。……ほんと、情けない）

        美和は愛しい彼女の頬に手を添える。

        「水希ちゃんのほうが……勇気があって、まっすぐで。素敵だよ」

        「……そうかな？」

        水希は苦笑した。

        「高校のときはずっと片想いで……すごく後悔した。だから、再会できた幸運に感謝して積極的になろうと思って」

        美和の手を覆い、水希は目を細める。

        「ううん……もっと単純なことかもしれない。好きだった美和ちゃんに再会して、欲望が抑えられなくなっただけかもしれない」

        柔らかくほほえむ美和の目尻を水希は親指でそっとたどる。

        「……ごめんね、語っちゃって。おやすみ、美和ちゃん」

        「ん……おやすみ……」

        まどろみのなか、頬と唇に舞い落ちてきた口付けはとても心地がよかった。

        　

    

    
        十　秘密の小部屋

        　

        ふたりの新居が着工してまもなく三ヶ月が経つ。

        休日のある日、美和はそれらしくなってきた建築中の現場に差し入れを持って行った。あいにく水希は不在だったので、現場監督にお土産の饅頭を渡した。

        「ああ、高鷲先生はさっきお帰りになりましたよ」

        工事用ヘルメットをかぶった小太りの現場監督が言った。美和から受け取った、饅頭が入った紙袋をのぞき込んでいる。見た目からしていかにも食いしん坊のようだ。

        美和の視線に気がついた現場監督は少し照れた様子で饅頭から建築中の建物へと視線を移す。

        「いやぁ……なかなか変わったお宅になりそうですね」

        「え……そうですか？」

        いったいどのへんが変わっているのだろう。美和には思い至る箇所が少しも見つからない。

        現場監督は「ハハ」とどこか気まずそうに苦笑いをした。

        　

        引越しのトラックとともに新居へやって来た美和の心はいまだかつてないくらいに躍っていた。

        「ふふ……美和ちゃん、楽しそう」

        新居の前で美和を出迎えた水希もまた晴れ晴れとした表情だ。

        「荷物整理、私も手伝うね」

        「うん、ありがとう」

        水希の荷物は仕事用も含めすでに搬入してある。

        引越し業者に二階のリビングまでダンボールを運んでもらう。美和が二階の居住スペースに立ち入るのは初めてだった。「できてからのお楽しみ」と水希に言われ、我慢させられていたのだ。

        「――わぁっ！　すごいっ、広い!!」

        一階の事務所から階段を上がってすぐのリビングは天井が高く広々としていた。いままで住んでいたマンションのリビングの二倍くらい広い。

        美和は年甲斐もなくスキップしてリビングを駆けまわった。足音を気にしなくていいというのも、戸建てならではの利点だ。

        「お気に召しましたか？」

        水希がやけにうやうやしく訊いてきた。

        「うんっ、とっても！」

        軽快に返事をして、美和は棚の扉を開けたり窓の外を眺めたりと忙しない。

        リビングのあとはダイニング、それからキッキン、と順序よく見てまわる。家の間取りは頭の中に入っているが、未知の場所へ足を踏み入れるようでわくわくする。

        「――な……に、コレ？」

        それまで意気揚々と新居を褒め称えていた美和だが、風呂とトイレを見たとたん唖然とした。水希は「ふふ」と笑うばかりでなにも弁明しない。

        「まっ、丸見えじゃない！」

        お風呂の中のバスタブも、トイレの便座も外から見ることができる。

        ――そう、壁がガラスなのだ。

        「なかなかオシャレでしょ？」

        水希は悪びれた様子もなくサラリと言った。

        そういえば、「風呂とトイレの壁は私に任せて」と言っていた。現場監督が、「なかなか変わったお宅だ」とも言っていた。

        「こ、こんな……恥ずかしいよっ」

        涙目で訴えかけると、

        「ふふ、大丈夫よ。内側からロールスクリーンを下ろせば見えないから」

        水希が風呂の中へ入り、スクリーンを引き下ろす。

        「あぁ……よかった。ビックリした」

        ホッと胸を撫で下ろす美和を水希はじいっと見つめる。美和は彼女の視線には気づかず、新居の探検を再開する。

        「ええと……この部屋は何だっけ。……って、あれ？」

        ドアノブをガチャガチャとまわしてみるものの、鍵が掛かっているようで扉は開かない。

        「……そこは、荷物の整理が終わってからのお楽しみよ」

        「えー？　なにそれ」

        美和はあまり気に留めなかった。

        そろそろ荷物の整理を始めなければ。美和は「ふんっ」と鼻から息を吐いてダンボールの山と相対した。

        　

        荷物の整理を終える頃にはすっかり日が暮れていた。水希の絶品手料理を堪能し、入浴を済ませてパジャマ姿で例の部屋へ向かい、ドアノブをまわす。今度は鍵が開いていた。

        （水希ちゃんは部屋の中かな？）

        立ち入った部屋は薄暗かった。なにやら物がたくさん置いてあるようだが、よく見えない。壁を手探りして電気のスイッチを探す。

        パチンッという音がして急に部屋が明るくなった。まぶしさに目を細める。

        「……!?」

        美和は驚きのあまりなにも言葉を発することができなかった。目の前にあるのは、怪しく卑猥な道具と設備。これは――いわゆるＳＭルームというものだろう。

        「きゃっ！」

        不意にトンッと肩を叩かれた美和は頓狂な声を上げて後ろを振り返る。そこには水希がいた。彼女と一緒に住んでいるのだから当たり前だ。しかし、いつもの水希ではない。

        「そ、その恰好は……」

        手には鞭を持っていてもおかしくない。この部屋のどこかに、もしかしたら鞭も備えてあるのかもしれない。

        黒革の服を着た水希はさながら女王様のようだった。

        美和は後ずさる。

        「な、何なの？　この部屋は」

        「んふ……美和ちゃんと一緒に遊びたくて……作っちゃった」

        てへっ、といったふうに小首を傾げる水希を美和は凝視する。

        「あ、遊ぶって……」

        鬼ごっこだとか隠れんぼだとかそういう健全な遊びをするための部屋でないのは一目瞭然だ。

        「み、水希ちゃんっ……？」

        後ろ歩きをする美和に水希が迫る。

        「一緒に遊ぼう？」

        薄くほほえむ水希の顔はどこか恍惚としている。

        「水希ちゃんは……いつも、こういうことをしてるの？」

        「初めてよ？　こんな部屋を作ったのは。美和ちゃんと一緒に住めるんだって思ったら……いてもたってもいられなくなって」

        壁際に囲い込まれた。水希の向こう側に広がる卑猥な道具をちらりと垣間見る。

        「そ、そんな……水希ちゃんが変態だったなんて」

        いささか震えた声で美和が言うと、水希はいつになくニイッと笑った。

        「もう契約書は締結してしまったし、家も建っちゃってるし。いまさら逃げられないわよ」

        「な……！」

        彼女は温厚で、真面目で、控えめな女性。そう思っていた。しかしそれは水希の一面に過ぎなかったのだろう。いま目の前にいる彼女は挑発的な笑みを浮かべている。

        「ま、待って……ちょっと、心の準備が」

        いったいなにをされるのだろう。彼女の容貌からして、私は確実にいじめられる側だ。少し怖い。

        「さあ、服を脱いで……」

        プチプチと外されていくパジャマのボタン。下着はつけていなかった。キャミソールの紐を肩から落とされ、ショーツとズボンを一緒くたに足先へ向かって下ろされる。

        「こっちよ」

        裸のまま歩かされ、着いた先には婦人科の診察台のようなものがあった。

        「ここに座って」

        「ま、待って、これって――」

        「早く」

        有無を言わせぬ勢いで背を押され、なかば無理やり診察台に座らされる。

        「あっ……」

        両手、両足と順序よく枷をはめられてしまう。両手は頭の上、両足は左右に大きく開いた状態で拘束されている。

        「美和ちゃんが濡れなかったらやめる」

        そう言いながら水希が持ってきたのは赤い蝋燭だ。

        「なっ、それ……は」

        「そんなに熱くないから大丈夫よ」

        蝋燭に火を灯す水希は何だか楽しそうだ。――いや、この行為を確実に愉しんでいる。

        （ひどいことはされない……とは思うけど）

        それでも、身構えずにはいられない。美和は緊張していた。

        水希が蝋燭を傾ける。こわばった体に赤い蝋がポタリと落ちた。

        「……っ！」

        ふたつのふくらみのあいだに落ちた赤い蝋は水希の言うとおりさほど熱くはなかったけれど、体がビクンッと跳ね上がって両手両足の枷を揺らした。水希はその様子を見て笑みを深めた。

        「とってもかわいいわ、美和ちゃん……」

        そしてまたポタリと蝋を落とす。煌々と燃える炎が水希の愉悦まじりの瞳を照らす。

        「ぁ……ッ」

        今度は薄桃色の近くに蝋を落とされた。刹那、ぞくんっとあらぬところが粟立つ。

        両手両足を縛られたこんな状態で――いや、だからこそというべきか、蜜奥がドクドクといつも以上に疼いて仕方がない。

        「はぁっ、ぁ……んっ、ァァ」

        赤い蝋を体に撒き散らされているだけだ。それだけなのに、どうしてこんなに興奮してしまうのだろう。

        「……どう？　美和ちゃん」

        水希は美和の心理を見透かしたように尋ねてきた。美和の答えはすでにわかりきっているように見受けられる。

        「え、と……」

        素直に「いい」と言うのは少しばかり憚られる。マゾヒズムの気があるのだとは何となく認めたくない。

        美和が言いよどんでいると、

        「体に訊いてみましょうか」

        水希は蝋燭を持っていないほうの手を美和の下半身めがけて伸ばす。

        「あっ……！」

        とっさに脚を閉じようとしたけれど、できるはずもない。枷に拘束された両足はガタッと音を立てただけだった。

        蜜処を隠そうとする美和を愉しげに見下ろし、水希は身動きが取れない美和の脚の付け根に指を忍び込ませてまさぐる。水希の口角がいっそう吊り上がる。

        「ふふ……ぐちょぐょね？」

        「ひゃぅっ、ん！」

        赤い蝋を体に垂らされていただけだというのに、蜜床から湧き出した愛液が入り口のあたりにまであふれ出ていた。水希はその愛蜜を指で掬い出し、狭道の浅いところをかき乱す。

        「ゃっ、あぁ……！　ん、はぅっ」

        「よく濡れてる……。美和ちゃんは縛られてるほうがよけいに感じるみたいね？」

        「そ……な、ぁぁ……ん」

        加虐的な言葉とともにゆるりゆるりと濡襞を押されると、蜜壷の中がいっそう潤っていくようだった。

        （本当にそうなのかもしれない）

        自分自身すら知らなかったけれど、性的にいじめられると興奮してしまうのかもしれない。

        「奥まですんなり入っちゃう。美和ちゃんはエッチね」

        「んぁっ……ひぁ、あッ！」

        蝋にまみれて薄桃色から赤へと塗り変わった乳首をキュッとつまみ、水希は美和のナカに挿れている指をぐちぐちと前後に激しく動かした。

        「あぁぁあっ！　っは、ぁうっ、うっ」

        身もだえする美和を枷が抑え込む。ガチャン、ガチャンッと四肢の枷が音を立てる。

        「あぁ……素敵よ……かわいい。たまらない」

        水希は蝋燭の火をフッと吹き消してそれを近くの円卓に置き、その手で自身の服のファスナーを引き下ろした。

        「……！」

        ファスナーが下まで落ちてあらわになったのは豊かな乳房と、それから下半身の秘所。黒い革はところどころ水希の肌を覆っているが、大切な箇所だけは開け広げになっている。そのさまは裸とはまた違っていて、劣情をそそる。

        「そんなにマジマジと見られちゃうと、興奮しちゃう……」

        恥ずかしそうな口ぶりだが、水希は見せつけるように脚を大きく開いて美和にまたがった。診察台には水希が馬乗りになれるような足場がきちんと組み込まれていた。

        黒い革の服からはみ出した大きなふくらみがゆらゆらと揺れて官能を誘う。

        「ふふっ……いま、ナカがキュッて締まったわ。私のおっぱいを見てそうなっちゃったのかしら」

        「んふっ、ぅ」

        美和の頬が羞恥の色に染まる。その反応は水希の言うことを肯定してしまっている。

        「はぁ、楽しい……」

        ほうっと息を吐き、水希は片手で自身の胸をわしづかみにした。人差し指でピンク色の棘をつつきながら、もう片方の手では美和の肉壷とそれから淫核をいじり倒す。

        「ひゃっ!!　ゃ、ふぅっ……あっ、ぁっ、んぁぅっ！」

        水希は彼女自身の乳首を指でなぶっている。

        （私の乳首もそうされてるみたい）

        乳頭を激しくこねくりまわされているような錯覚をしてしまう。

        「美和ちゃん……気持ちいい？」

        「ん……ひ、ぁっ!?」

        体内に埋まっている水希の指がカクンッと折り曲がった。恥骨の裏側のあたりをこすり始める。指の動きはさほど速くない。それでも、そこをそうされると快感にまじってあせりが込み上げてくる。

        「ゃっ、だめ……！　な、なにか……」

        なにかがあふれてくる。昇りつめてくる。

        「いいわよ、イッて……。私に、いっぱい浴びせて？」

        「あぁ、あ、ァ――……ッ!!」

        蜜奥が激しく脈打ち、ぷしゅうっと透明な液体が体内から勢いよく噴き出し、そしてそれは水希の陰部を濡らした。

        「は、はぁっ……」

        息を荒げたまま呆然とする。水希の秘所からは美和から飛び出た液体がポタリポタリと滴り落ちている。

        水希は彼女自身の陰部に手を当てて愛液を掬い取り、その指をペロリとひと舐めしてから美和の拘束を解いていった。

        （気持ちはよかったけど、こんなことばかりされてたんじゃもたない）

        比較的早くこのプレイが終わってよかった、と安心したのも束の間、

        「まだ、終わらないわよ？　次はあっち」

        水希に言われ、美和は目を丸くする。

        「え、えっ!?」

        「さぁ……ここに四つん這いになって」

        強引に手を引かれ、両手両足をマットの上につくよう促される。

        「水希ちゃんっ、そんな……立て続けになんて」

        「気持ちよかったでしょう？　もっと、愉しみましょう……」

        無理やり四つん這いにさせられた美和は例のごとく両手を枷に囚われる。

        「ゃ……っ、それ、は」

        美和の形のよい乳房がふにゃふにゃと揺れる。その先端に水希はテープでローターを貼り付けた。美和はぞくぞくと体を震わせる。

        （ああ、どうしてこんな反応をしてしまうの）

        手首を拘束された状態で乳首にローターをあてがわれ、大いに興奮している。水希は真っ赤になっている美和の頬をベロリと舐め上げてから彼女の尻をパン、パンッと軽く叩いた。

        「ぅっ、はぅっ」

        尻を叩く手にさほど力は込められておらず、痛くはない。けれど羞恥心がいっそう込み上げてきて、いてもたってもいられなくなる。

        「すんなり入っちゃいそうね」

        水希はそう言うなり美和の蜜口に根太いバイブを突き挿した。

        「ぁあぁああッ！　やっ、ぁう……!!　奥、当たって……ぁ、んぁあっ！」

        水希は美和に挿したバイブを愉しげに激しく前後させる。

        それだけなら、まだよかった。

        「ふぁあぁっ、あ、はぁっ！」

        乳首にくっついていたローターがヴヴヴッと振動を始めてしまったものだから、美和はたやすく絶頂してしまう。

        ビクンビクンと下半身を激しく収縮させ、美和は息を荒げてマットの上に突っ伏す。

        「あぁ……しあわせ」

        水希が覆いかぶさってくる。彼女の胸が背に当たっている。それは温かくて――とても心地のよい圧迫感だった。

        　

    

    
        十一　バスルーム

        　

        「美和ちゃん、よく頑張ったから……体を洗ってあげる」

        枷を外されたあと誘いざなわれたのは浴室だ。ＳＭの小部屋で絶頂したあと不意に一眠りしてしまっていたのだが、そのあいだに水希は泡風呂を準備していたらしい。

        「泡のお風呂なんて初めて」

        体に散っていた赤い蝋をシャワーで流してから、猫足のバスタブに浸かる。浴室は広く、バスタブはいま浸かっている猫足のものとは別にもう一つ、丸い浴槽もある。そちらはジャグジーで、すでに湯が張ってあった。

        「お邪魔します」

        律儀にそう言いながら裸の水希が泡風呂に入ってきた。美和の心臓がトクッと跳ねる。

        （ああ……私、やっぱり好きなんだなぁ、水希ちゃんのこと）

        そうでなければ、女同士で風呂に入るくらいでこんなにドキドキしない。彼女が隣にいるというだけで胸が高鳴るのは、純粋な恋なのかあるいは不埒な期待のせいなのか。あるいは両方なのかもしれない。とにかく、水希が特別な存在だということは確かだ。

        ちらりと彼女を見やると、水希はみずみずしい唇を尖らせて「ふぅっ」と泡を吹き流していた。その仕草がよけいにかわいくて、つい見つめてしまう。

        「ん？　美和ちゃんもやってみる？」

        「う、うん」

        見とれていたのはバレていないようだ。美和もまた口から息を吹き出して泡を泳がせる。ほのかな薔薇の香りをまとった真っ白な泡がフワフワと流れて漂う。

        （けっこう面白い）

        美和は「ふう、ふぅっ」と夢中で泡を吹き流していた。

        「――きゃっ!?」

        突如、胸もとになにかを押し当てられた。手や指とは違う。もっと硬い。

        「美和ちゃんたらいつも無防備ね」

        「み、水希ちゃ……ンッ！　な、なっ……？」

        ふたつのふくらみの先端に、硬いなにかが当たっている。

        「これ、なんだかわかる？」

        「ん、く……あぁ、んん……」

        水希の指でないのはわかる。プラスチック製のなにかだと思う。

        「……こうしたら、すぐにバレちゃうわね」

        「――っ!!」

        ヴィィンッという機械音が聞こえてきて、フワフワと漂っていた白い泡とそれから美和の乳首を震わせた。

        「はぁっ、ぁああんッ！」

        ぬめりを帯びた微振動はとてつもない快感をもたらした。わずかでも動かされるとそれだけで下半身の花芯がヒクヒクと疼き、勝手に絶頂しそうになる。

        「そ、れ……なっ……ゃう、ふぁぁっ！」

        「ふふっ……ローターよ、防水のね。私はまだ使ったことないの。どう？　美和ちゃん」

        「ぁ、あんっ！　いっ、ぁ……はぁっ。い、い……っ！　あ、はぁぅっ」

        美和は絶え絶えに感想を述べたが、水希に伝わったかどうか怪しいところだ。けれど、激しくもだえるこのさまを見られているのだから、使用感は言葉よりも明確に伝わっていることだろう。

        水希は美和の体を背後から抱き込み、美和の乳房を下から持ち上げてその先端を泡の上に出す。

        「かちかちになっちゃって……美味しそうね。あとでたくさん舐めてあげるからね」

        水希の甘い吐息が耳朶をくすぐり、そうかと思うと急に激しく乳首をローターでこねくりまわされる。

        「ひぁぁあっ！　ぁっ、はぅんっ!!　あふっ、うぅ……！」

        水希は美和の乳首についた泡を押し広げるようにローターをまわして円を描き、押したりなぶったりして薄桃色の突起を刺激した。

        「はぁっ……イイわぁ、美和ちゃん……」

        「ぁっ……！」

        水希が肩を揺らすと、背に当たっていた彼女の乳房もまたうごめいた。水希のふくらみの先端が肌にこすれているのがわかって、下半身の疼きが増す。

        「ぁんっ、ん……！　水希、ちゃ……はぅ、んっ」

        もういっそ自分の手で淫核をいじってしまいたい。美和は脚をモジモジとこすり合わせて水希に視線を送る。

        「ん……わかってるわ。私も、限界よ。さぁ……こっちを向いて」

        くるりと体の向きを変え、水希と向かい合う。そうするなり水希は、ふたつあるローターのうちのひとつを下半身へ向かわせた。

        「あっ」

        脚を左右に大きく開かされる。水希もまた、鏡に映したように美和と同じ恰好になっていた。脚をＭ字に開き、泡に埋もれている互いの切ない部分を探り出してローターをあてがう。

        「やっ、はぅぅっ！　ふはっ、ぁあ……!!」

        ローターの電源は入っていない。これがもし振動したら、いったいどうなってしまうのだろう。

        水希も気持ちがよさそうだった。彼女が腰を動かすと、連動して美和の肉粒がこすり立てられる。たまらない。たまらなく気持ちがいい。美和の呼吸が荒くなっていく。

        「はぁっ、ん……ぁ、ふぁぅっ」

        水希は緩急をつけて腰を揺さぶり、敏感な突起を巧みにさいなむ。それだけでも、この上なく気持ちがよかったというのに――。

        水希はニイッと口角を上げてもうひとつのローターを美和と自身の乳頭に押し当てた。

        「ひぁっ!!　ぁ、ふぅっ……あぁんッ！」

        間近にある水希の顔は湯気に濡れて艶っぽい。

        「ぁ、はぁっ……いいわぁ……」

        彼女の甘い喘ぎ声を聞くと身の内の快感がますますふくれ上がり、むずがゆい痺れが全身を駆け巡った。

        水希は恍惚とした笑みを見せながら指を動かす。カチッという音がして、ふたりの秘所にあてがわれたローターがうごめき始めた。

        「ひ……ッ」

        美和の体がビクンッと大きく跳ねる。

        「はぁぁぁんっ！　だめっ、い……イッちゃ、うぅっ――!!」

        美和のその言葉が合図になった。ふたりは同時にビクビクと快楽を弾けさせる。

        「は、ぁ……っ」

        あっという間に絶頂してしまった。美和は脱力してバスタブに背を預ける。

        「んもぅ……もっと愉しみたかったのに……。美和ちゃんがかわいく啼くから、私までイッちゃったじゃない」

        水希がしなだれかかってくる。上気した彼女の肌は熱く、互いの淫芽にはいまだにローターが当たっているから、水希が少しでも身じろぎするとそこがこすれてたまらなくなる。

        「は、ふぅ……」

        気持ちよさそうに顔をゆがめる美和を嬉しそうに見つめ、水希は「こっち」と言いながら美和に隣のバスタブに入るよう促した。

        ジャグジーに移ったふたりは並んで座り、互いの体温を確かめ合うように、肌を合わせたまま湯に浸かる。

        「あぁ……気持ちいい」

        水希がつぶやく。美和はコクリとうなずいて同意する。

        「ねえ……舐めさせて？」

        「ん……私も、舐めたい。水希ちゃんの体……っ、はぅ」

        湯の中でわき腹を撫でられ、そのまま乳房を湯面すれすれまで持ち上げられる。

        「じゃあ、順番よ。まずは私から」

        そう言うなり水希は美和の薄桃色の棘にかぶりついた。

        「ひゃっ……！　ぁ、うぅん……」

        美和の乳首は湯面からほんの少ししか顔を出していない。だから、水希がそこを吸い立てるとじゅぼっとひどい水音がした。

        「んぁっ、はぁん……！」

        湯気が立ち込めた浴室に美和の喘ぎ声が響く。

        （いつも私ばっかり気持ちよくなってる）

        美和はおずおずと両手を伸ばし、水希のふくらみをつかんだ。湯の中で触れる彼女の乳房は温かく、大きくそして柔らかい。

        「ンン……ッ」

        美和の乳首を口に含んでいる水希はくぐもった嬌声を漏らした。美和は水希にもっと悦んでもらいたくて、彼女の乳頭を指でこちょこちょとくすぐった。

        「はふっ、んぅ……！」

        すると、お返しだと言わんばかりに強く乳首を吸い上げられた。喘ぎながら必死に指を動かし、硬くなった水希の薄桃色をクニクニといじめてみる。

        「ふっ……ぅ、んん」

        水希の頬は真っ赤だ。突然、彼女が顔を上げる。

        「……ダメ……のぼせてきちゃったみたい」

        水希の瞳は潤んでいる。それに呼吸も荒い。紅潮した頬はなまめかしく濡れている。

        （……イヤ。終わりたくない）

        美和はゴクリと喉を鳴らし、水希にバスタブの外のタイルに腰を下ろすよう言った。

        「美和ちゃん……？」

        バスタブから上がった水希を湯の中から見上げ、彼女の脚を開かせる。

        「順番だよ……。今度は私が水希ちゃんを舐めるばん」

        大きく開いた脚の中央にあるぷっくりとふくらんだ敏感な豆粒を目指して舌を伸ばす。

        「ゃ……っ、そん、な」

        「……嫌？　具合が悪いならやめるけど……もし平気なら、このまま舐めさせて」

        「んふ、ぅ……」

        水希は嫌がるそぶりを見せない。それを同意ととらえて、美和は小さな肉粒を舌でつついた。

        「はぅっ、ん……！」

        水希の両足がビクッと跳ねる。

        （気持ちいい、のかな？）

        粒のまわりの溝に舌を這わせてグルグルと円を描くと、水希は腰を揺らしてよがった。

        「ぁはっ、ん……ふぁっ、アァ……ッ！」

        彼女が身もだえすると、豊満な乳房もふにゃふにゃと揺れた。その様子にまた官能を刺激され、美和の蜜奥が潤いを増す。

        （よかった、ちゃんと気持ちよさそう）

        肉粒の下にある蜜口から愛液がとろりとあふれ出してきた。美和はそこに蓋をするように指を沈めていく。

        「ぁっ！　ゃっ、ふぁぁ……ッ」

        指にばかり気を取られていては舌の動きがおろそかになる。美和は意識的に素早く舌を動かして淫核をなぶりながら蜜襞を押し広げていった。

        水希のナカは以前、指を入れたときよりもさらに熱く感じられた。締め付けもすさまじい。

        「あ、はぁっ……ぁん、っう、はぁんっ」

        よほど気持ちがいいのか、水希はあごを上げて体を仰け反らせている。

        美和は湯の中で内股をこすり合わせて自身の焦れをやり過ごし、水希のナカに挿れた指を前後に激しく揺さぶった。

        「ひゃ、ふぁ！　ぁ、はぅっ……あぁんッ」

        ぬめりを帯びた水希の内壁はぐちゅぐちゅと卑猥な水音を奏で、美和の指と連なって蠕動する。

        （ええと……確か、ここをこすれば気持ちよくなるはず）

        美和は水希の恥骨の裏側を手探りする。

        「――っひ、ぁ!!」

        彼女の大きな目がいっそう見開く。眉根を寄せた表情は苦悶しているようにも見える。

        「あ、れ……違った？」

        気持ちのよい箇所はここではなかったのだろうか。不安になって尋ねると、

        「ゃ、ふっ……！　ち、違わない、けど……ダメェッ……」

        いやいやと首を横に振る水希は新鮮でそしてかわいらしい。

        「だめだよ、水希ちゃんにも気持ちよくなってもらいたいんだから……」

        美和は指先で彼女のイイトコロをすりすりとこする。

        「やっ、ダメ、だめぇっ！　……あぁぁ、んぁっ」

        「……っ！　すご、ぃ」

        肉壁の締め付けがさらに強くなった。それでも美和は執拗にソコをこすり続ける。

        「あぁぁあぁっ――……!!」

        高らかな絶叫とともに水希の体から透明の液体がびゅうっと勢いよく噴き出し、美和の顔と上半身を濡らして湯の中に散った。

        「ぁ……あぁ、ごめ……なさ……」

        美和の顔が濡れてしまったことを詫びる水希はどこか儚げだった。

        「平気……。むしろ、嬉しい」

        美和が笑うと、水希は眉尻を下げてふわりとほほえんだ。

        「美和ちゃんも上がって。顔が真っ赤よ」

        腕を引っ張られ、バスタブから出る。確かに暑かった。ずいぶんと長湯してしまった。お尻に当たるタイルは冷たいけれど、火照った体にはちょうどいい。

        「……ん」

        水希に後ろから抱きしめられた。彼女の肌は少し冷たく感じる。

        「水希ちゃん、体がひえてない？　そろそろ寝室に――」

        「大丈夫よ。美和ちゃんが熱くなりすぎてるのよ……。私が冷やしてあげる」

        「んんっ……！」

        水希の両手が乳房をつかんでグルグルと揉みまわす。こんなふうに乳房を揉みしだかれては、よけいに体が――とくに下半身が、熱を帯びてしまいそうだ。

        「ねぇ……気持ちいい？」

        「ンッ、ふぅ……きもち、ぃ……ぁ、あぅっ」

        ツン、ツンッとリズミカルに乳首をつつかれ、水希の体をいじっているあいだに焦れていた体はすぐに快感を満喫し始める。

        （今日……何回イッたっけ）

        ふだん自慰をするときは一回で満足する。それなのに、水希と一緒だと何度でも体が疼いてきてしまう。自分のいったいどこにこれほどまでの性欲が眠っていたのだろう。不思議だ。

        「ッ、あ」

        首すじにレロリと舌を這わせられ、考え事どころではなくなる。乳頭をまさぐる指も激しくなってきた。

        たまらず腰をくねらせると、水希はすぐに美和の脚の付け根に指を向かわせた。

        「あら？　もうこんなに濡れてるの？　……私のをいじりながら濡らしてくれてたのね」

        「ぅ、んん……っ」

        まったくそのとおりなので下手な反論はしない。

        水希は膣口から漏れ出た蜜を指で掬い、それを秘玉へと丁寧に塗り込めていく。

        「ゃあっ！　あっ、ふぁぅ……！」

        柔らかな指先がヌルヌルと淫芽をこする。小さな豆粒は押し込められたりなぶられたりと、休むいとまもなくめまぐるしく刺激される。それだけでも気持ちがよくて、蜜襞はきゅうっとひとりでに収縮していた。そこへタイミングよく水希の指が入り込んでくる。

        「ひゃぅっ！　ん、はぁっ……ぁ、ふぁっ……ンンッ」

        水希の細い指は巧みで、肉粒と膣壁を器用に小突いて美和をたまらなくさせる。指遣いは激しいけれど荒っぽいのとは違う。気持ちのよい箇所を的確に刺激してくる。

        「あぁっ、だめ……もぅ……ゃっ、あぁあっ、ァアッ!!」

        水希の指に乳首を引っ張られながら美和は花芯をビクビクと打ち震わせる。絶頂の余韻に合わせて狭道のナカでうごめく指がまた心地よい。

        美和はクタリと体を弛緩させ、水希に背をあずけた。

        「きゃっ！」

        「ぁ、っ」

        出るところは出ているものの体の線は細く華奢な水希は美和を支えきれず後ろに倒れ込んでしまう。

        「ご、ごめんっ」

        美和はあわてて寝返りを打って水希の隣にうつ伏せになった。彼女の顔をのぞき込んで様子をうかがう。

        「ふふ……平気よ」

        濡れたタイルの上に艶やかな髪を広げてほがらかに笑う水希を見て、美和はふたたび疼き始めてしまった自身の蜜奥に、秘かにウンザリするのだった。

        　

    

    
        十二　ドレス

        　

        美和と水希は彼女たちのもとへ新たにやってきた柴犬の『ハナ』を交えて公園の中を歩いていた。

        「――ねえ。今度、指輪を買いにいかない？」

        あかね色の夕焼け空を背景にしてそう言った水希はじつに情緒的で、映画かドラマのヒロインのようだった。

        「……美和ちゃん？」

        「あ……う、うん。買いに行こう」

        水希に見とれてしまっていて返事が遅れた。

        『ワン』と柴犬のハナが小さく吠える。

        水希はなにやらためらっている様子で歩みを止めた。

        「私、は……結婚式をしたいと思ってるの」

        一瞬、考えてしまった。誰と誰の結婚式なのだろう、と。しかし、それを口に出さなくてよかった。

        水希はそわそわした様子で言葉を継ぐ。

        「その……フォトウェディングだけでもどうかなって。美和ちゃんが、嫌でなければ」

        強い風が吹いた。近くに乱立する木の葉がこすれてざわめき立つ。

        （結婚……）

        いままでだれかと結婚するなんて考えたことがなかった。水希のことを性的な対象として見たのだってつい最近だ。正直なところ『結婚式』と言われても実感がわかない。

        （……でも、いま答えなくちゃ。きっと不安にさせる）

        心は決まっている。だから、もったいぶらずに思いの丈を伝えるべきだ。

        「私は水希ちゃん以外は考えられない。だから……しよう？　結婚式」

        一歩、水希へ近づく。犬のハナが『くぅん』と鳴いた。

        「優しくて、思いやりがあって……変態な水希ちゃんが、大好きなの」

        『変態』はよけいだろうかと思いながらも正直に伝えると、水希は泣き出しそうな顔になった。

        「あ、ええと……私も、じゅうぶん変態なわけだけど。水希ちゃんにいじめられて喜んじゃってるから」

        あわててフォローすると、水希はぶんぶんと首を横に振った。そういうことではない、と言いたいのだろう。

        「ちが……ぅ。嬉しくて……」

        目尻に涙を溜める水希に歩み寄り、美和はそっと彼女の腰に腕をまわした。

        「ずっと……ずっと一緒だよ、水希ちゃん。なにせ家まで建てちゃったんだから。一生に一度なんだからね」

        「うん……うんっ。ありがとう、美和ちゃん……」

        ハナがまた『ワン』と小さく吠える。

        水希が頬をこすりつけてくる。肌に触れる柔らかく温かな頬は心地がよく、愛しさがいっそう込み上げた。

        「……よしっ、じゃあいまから下見に行こっか」

        「えっ、いまから？」

        パッと顔を上げた水希の瞳はまだ潤んでいた。

        「そう。善は急げ、だよ」

        左手で水希の手を取り、右手に持っていたハナのリードをクイッと引いて美和は歩き出す。

        ふたりはいったん家に戻ってハナに留守番を頼み、改めてフォトスタジオへ出掛けた。

        同性婚を受け入れてくれるフォトスタジオは数が限られている。美和と水希は限られたフォトスタジオの中でも最寄りの場所へ下見に行った。そこは裏路地にこぢんまりと建立している小規模なところだった。

        「いらっしゃいませ」

        店員は一人しかいなかった。聞けば個人経営の店で、おもに同性婚を扱っているらしい。

        「どうぞ、お時間の許す限りドレスをお選びになってください。私は奥におりますのでね」

        中年の女性はほがらかに笑って店の奥へ引っ込んでしまった。それからすぐにテレビとおぼしき雑音が聞こえてきた。

        美和と水希は店主の大らかな対応に目を丸くしたあと、ふたりで顔を見合わせて笑い、ドレス選びを始めた。

        「――これはどう？　ああ、でもこういうのも捨てがたいよね」

        「……ちょっとぉ、美和ちゃーん？」

        水希は美和の着せ替え人形と化していた。初めはふたりでウエディングドレスの試着をしていたが、脱いだり着たりに飽きた美和はプロポーションのよい水希に次から次へとドレスを着せ替えて楽しんでいた。

        「だって水希ちゃん、キレイなんだもん。次はどれにしようかな」

        不満そうな表情の水希をよそに美和は彼女の真っ白なドレスを脱がせにかかる。

        「っ、ぁ」

        勢いあまって、中のキャミソールごとすべて引き下げてしまった。

        「あ――」

        豊かで形のよい乳房が無防備にふるりと躍り出ると、美和の胸は瞬時に高鳴った。

        ピンク色に色づいた部分に指が吸い寄せられる。

        「ちょっ、美和ちゃん……！」

        「ん……少しだけ、ね？」

        フォトスタジオの試着室でパートナーの乳首を指でつつくなんて、とんでもないことだけれど、指先は意思を持ったようにひとりでに動いて止まらない。制御できない。

        「ぁ、あ……んっ」

        両方の乳嘴をそれぞれ二本の指で挟んでこねまわす。水希は肌を上気させた。真っ白なドレスを着た色白の花嫁を紅く染めかえていくのはとても楽しい。美和の口がほころぶ。

        美和が楽しんでいることに気がついた水希は唇を尖らせた。

        「んもぅ……！　私……するほうが好きなのに」

        「私にされるのは嫌ってこと？」

        「……嫌じゃないから、困ってるの。ねぇ、美和ちゃんも脱いで」

        「ええっ？」

        水希は美和のブラウスのボタンを強引に外して、キャミソールごと中のブラジャーを胸の上までめくった。

        「美和ちゃんの乳首も、私とおんなじね」

        硬くしこった美和のそこを水希もまた指でしごく。

        「ゃ、あぁん……」

        親指と中指で乳頭をねじられると、もともと濡れていた蜜道がいっそう潤みを増すのがわかった。

        「だめ、だよ……。ショーツが濡れちゃう、から」

        美和はそう言いながらも水希の乳首を人差し指でグニグニと押す。

        「私だって、そうよ……。ほどほどにしないと、ね？　……ぁ、はぁっ……ん、ふぅ」

        乳首をいじるだけでは物足りなくなってしまったのはふたりともだ。

        「……じゃあ、帰ったら……しよ？」

        　

    

    
        十三　陽の当たる庭園

        　

        秘密の小部屋から続くのは芝生が敷き詰められた屋上庭園だ。ある晴れた日の昼下がり、美和と水希は裸で芝生の上に寝転んでいた。

        「……なんだか、いけないことをしてる気分になっちゃう」

        青空に流れ行く白い雲を眺めながら美和が言った。

        「ふふ……そうね。でも安心して？　まわりからは見えないように設計してるから」

        「うん……。ああ、気持ちいいなぁ、裸の日光浴。……眠くなってきちゃう」

        肌を撫でる風は温かく、目を開けていても眠気に襲われる。

        「眠っちゃダメ」

        美和の視界を占めていた雲と青空に成り代わったのは不満げな表情の水希だ。

        水希は美和に馬乗りになって唇を寄せてくる。美和は彼女の背に腕をまわして口付けに応えた。

        日差しも、密着する水希の肌も、彼女の舌もすべてが温かく心地がよい。美和は夢中になって水希の舌を追いまわした。

        「ん、んっ……」

        「ふ……んん」

        ぴちゃ、くちゅっと小さな水音が立つ。いつまででも舌を絡め合わせていたいと思ったが、水希がそうさせてくれない。

        「んっ……」

        水希は美和の首すじに顔をうずめてべえっと舌を出し、肌をくすぐる。舌を蛇行させながら首すじを伝い下り、鎖骨をひと舐めしてふくらみの稜線をたどっていく。

        「ぁ……は、ぁぅ……。ん、あぁ……」

        水希の舌は乳輪のあたりまでやって来たが、いただきには登ろうとしない。そのまま谷間を通って下りていってしまった。

        「ゃ、ぁん……」

        どこへ行くのかと思えば、わき腹のあたりを右往左往し始めた。くすぐったい。

        舐められているのはわき腹だけれど、太ももには水希の柔らかな乳房が押し付けられているから、嫌でも濡れてくる。内股を所在なげに動かす美和に気がついた水希は舌を出したまま嬉しそうに口角を上げた。

        なかなか乳頭へ戻ってこない舌にしびれを切らして美和は水希を急かすことにした。彼女のふくらみを手探りしてわしづかみにする。

        「ァンッ」

        いきなり乳首をつかんでしまったらしく、水希は高らかに啼いた。

        「ゃあっ、美和ちゃん……」

        凝り固まった水希の乳首を指でもてあそびながら美和は提案する。

        「……舐め合いっこする？」

        「ん……しましょう」

        水希が体の向きを変える。美和の目の前に女陰をかぶせて、彼女もまた美和の秘所を目前にとらえた。

        水希の割れ目はすでに潤みを帯びている。美和はあふれた雫をレロリと舌で舐めとった。

        「ひゃぁんっ！　やっ……美和ちゃんたら、いきなりそんな」

        「んん、ごめん。美味しそうだったからつい……」

        今度は控えめに舌を伸ばした。触れるか触れないかのところをツツッと舌で撫でる。

        「はぁん！　やぁ……っ、それも……だめぇ」

        「んふー？」

        水希は腰をくねらせている。左右に揺れる秘所を美和は舌で追いかけつつ、こうも揺れ動かれては愛撫ができないので、彼女の張りのあるお尻をそっとつかんで固定した。

        「きゃぅっ」

        可愛らしく啼いて、水希は観念する。

        水希の裂け目を舐めるのに夢中になっていたせいか、

        「ひぁっ！」

        仕返しだと言わんばかりにベロリと水希に淫核を舐められ、美和は体を大きく跳ねさせた。

        「ふは……んっ……ふ、むぅ」

        美和は体をピクピクともだえさせながらも、必死に水希の淫核と蜜口を舌で愛でた。小さな豆粒のまわりを舌でえぐってみる。水希がそうしたから真似をした。

        「ンンッ、ふぅ」

        「ふ……ぅ、んん」

        ふたりとも舌戯をほどこしながらなのでくぐもった喘ぎ声になる。それでも、それぞれの愛撫が激しさを増してくるとふとした拍子に「アァッ！」と高い声が出る。

        この場所は他からは見えないようにできていると水希は言っていたけれど、視覚的にはそうでも嬌声は風に乗って流れてしまう。だからできるだけ声は抑えなければいけないのだけれど、水希の舌が狭道の浅いところと敏感な肉粒を執拗に舐めまわしてくるものだから、喘ぎ声は愛蜜とともに次から次へとあふれ出す。

        達するほどではない快感が続いていた。そこへ、水希が小道具を仕込む。

        ヴィィィン……という機械音はもはやおなじみだ。

        「……っ！」

        いったいどこに隠し持っていたのか、あるいはもともと庭に置いていたものなのか、水希はブルブルと震えるローターを美和の秘部に押し当てた。

        「あぁぁっ、ゃあッ……!!」

        美和はいっきに昇りつめ、快感を極めてしまう。

        「美和ちゃんはコレが好きねぇ？」

        得意げに言いながら水希は身を起こした。絶頂したばかりで脱力しているのをいいことに、仰向けに寝転がる美和に覆いかぶさってローターを素肌に走らせる。

        「ゃっ、あぁん！　水希ちゃ……ん、ずるい……！」

        「前にも言ったでしょ？　私、するほうが好きなの」

        水希は小さな口を大きく開けてローターを食んで濡らし、それを美和の乳首に押し当てた。

        「ひゃんっ！　ぁっ、ふぁぁ、あッ」

        微振動する濡れたローターは硬い乳頭を官能的に揺さぶり、美和を快楽の沼に突き落とす。

        「だめ、だめぇっ……！」

        気持ちがよすぎて気が触れてしまいそうだ。水希がすかさず下半身の花芯を指でつまむものだから、いよいよたまらなくなって身もだえする。

        「あぁ、いい眺め……。そうやってもだえてる美和ちゃんはいつにも増してかわいい。大好きよ」

        「ゃんっ……！　私ばっかりじゃ、いやなのに……ぁ、ぁうっ、ふぅっ」

        美和はやっとの思いで片手を伸ばし、水希の秘所に指を添えた。

        「ぁっ」

        ぬぷっ、とひどい水音がした。そうするつもりはなかったのだけれど、指が水希のナカヘ突き込んだ。

        「イくときは……ぁんっ、一緒が……いい、の」

        美和が懇願すると、水希は唇を半開きにして喘ぎながらコクリとうなずき、美和が指を動かしやすいよう腰を浮かせた。

        「ぁふ……ぁ、あぁんっ」

        ふたりの指遣いは呼応したように速くなっていく。それぞれ無意識に、体内の同じ箇所をこすり立てていた。快感が段階的にふくれ上がる。

        「はぁ、あっ……イく……ぅう、んぁあっ!!」

        ビュッ、ビュクッ、ビュゥッ――。

        ほとんど同時にふたりの秘所から透明の液体が噴き出し、互いの体や芝生を濡らした。

        はぁ、はぁっと荒い息遣いのまま芝生の上に四肢を投げ出す。

        水希は力なく美和の隣に寝転んだ。爽やかな風が吹くと、濡れた箇所が冷たく際立つ。

        「……バーベキューでもしよっか」

        美和がポツリと言った。水希はすぐに「いいわね」と答える。

        「じゃあ、お互い裸エプロンでお料理しましょう」

        水希の突飛な提案に、美和は面食らう。

        「ええっ？　……でもそれじゃあ、料理どころじゃなくなっちゃうよ」

        「……それもそうね」

        ふたりは顔を見合わせて、春の陽だまりのように柔らかくあたたかな笑みをこぼした。

        　

    

    
        十四　温泉

        　

        新婚旅行――と呼べるのかどうかはわからない。

        美和と水希はふたりで温泉に赴いていた。自邸から車で二時間弱のところだ。山に囲まれたそこは空気が美味しく感じられる。愛犬のハナはペットホテルで悠々自適に過ごしていることだろう。後追いをされることもなかった。ハナはペットホテルの女性店員に「くぅん」と甘い声で鳴きながら尻尾を振っていた。

        「んーっ、癒されるぅ」

        客室に備わっている露天風呂の湯に浸かり、美和は夜空に向かって両手を伸ばした。

        雲ひとつない満天の星空は見ているだけでも心が癒される。くわえて、熱すぎない温泉は疲労回復の効果があるらしい。かたわらには裸の水希がいる。いまこの空間には癒ししかない。

        「ホント、お互いお休みが取れてよかったわね」

        水希が片手で湯を掬い、パシャッと肩にかけた。その仕草が色っぽく感じるのは、彼女が元来淫らだということを知っているせいだ。

        美和はそわそわしながら「そうだね」と相づちを打つ。

        「さ、そろそろ上がりましょうか」

        「――え」

        湯の中で不埒な感情をくすぶらせていた美和はあっけにとられてしまう。

        「私、すぐにのぼせちゃうのよ……。この温泉はぬるめだけどそれでもやっぱりダメみたい」

        「う、うん……そうだね。もう上がろう」

        落胆しきった美和を水希がなだめる。

        「ふふ……そんな、捨てられたワンちゃんみたいな目をしないで？　あっちで洗いっこしましょ」

        水希に手を引かれて湯の中を歩く。

        （私ってそんなにわかりやすいのかな!?）

        頭の中はエッチなことばかりだと知られているのが恥ずかしい。

        うつむきかげんの美和を連れて水希は湯から上がり、風呂椅子をふたつ並べて座った。

        「恥ずかしがらないで、美和ちゃん。私も同じだから」

        ボディソープを手で丹念に泡立て、水希は両の手のひらを美和の素肌に這わせる。

        「ん……」

        肩をつかまれただけだというのに、すでに気持ちがよい。彼女の柔らかな手には官能的な歓びばかり覚えさせられているから、触れているのが何でもないところでも心地よく感じてしまうのだ。

        （あ……私も、水希ちゃんを洗わなくちゃ）

        洗いっこしよう、と水希は言っていた。美和はつかまれた肩をすくめながらボディソープを手のひらに乗せて泡立てる。それから、水希のふくらみに泡を塗りつけた。

        「ぁ、っん……もぅ」

        いきなり乳房に触れてしまったのがお気に召さなかったのか、水希は不満そうだ。

        「だって……我慢できない」

        水希の胸をぐにゃぐにゃと揉み込む。泡にまみれた乳房はいつにも増して官能的だ。美和はその柔らかさを堪能する。

        「もう……美和ちゃんは意外とせっかちよね」

        美和とは対照的に水希はなかなかふくらみに触れようとしない。肩にあった水希の両手はゆっくりと下降して鎖骨を撫でたどった。

        「や、ん……焦らさないで、水希ちゃん」

        水希は頬を紅潮させて笑う。

        「それは無理ね。だって、美和ちゃんのそういう顔……大好きなんだもん。……興奮しちゃう」

        水希が体を寄せてくる。ふにゃりとぶつかったのは互いの乳房だ。

        「ぁ、あ……ンッ、はぅ！」

        泡まみれの水希の乳頭が自身のそれに触れる。ヌルヌルとした感触は官能を大いに刺激する。

        乳首同士がぶつかり合うのは、指でされるのとはまた違う快感だ。それは、じれったさを伴った微細な愛撫。もどかしくて、でもそれが気持ちよくて。息遣いが荒くなり心拍数も上がっていく。触れ合って、ときには滑って弾けてしまう乳首に興奮せずにはいられない。

        「あ、んぁ……はふっ、ん……ッ」

        自らも肩を揺らして積極的に乳頭を水希のそれにこすり付ける。水希の両手はわき腹のあたりを撫でまわしている。

        美和はたまらず、風呂椅子に座る水希の脚の付け根に手を潜り込ませた。

        「ぁんッ！　ん、もぅ……ぁ、はぁっ」

        水希は眉根を寄せながらも抵抗はしない。美和は水希の花芯に泡を塗り込めてこすり立てる。

        「ひぁん！　ぁふ、うっ、はぁん……!!」

        泡まみれの指で淫核をこすり立てられるのはやはり気持ちがいいらしく、水希はいっそう高い声で喘いで身をよじった。乱れる彼女を目の当たりにして、美和もまた刺激を求めずにはいられない。

        「んっ、は……！　水希ちゃんも、早く、ぅ……」

        ねだると、水希はキュッと唇を噛み締めた。

        「じゃあ、脚を開いて……。んっ、はぁっ……私に、見せつけるように……大きく開いて、ねだってぇ……ぁ、んぁあっ」

        美和は従順に脚を開く。ヒクつく秘所を水希に見せつけるように大きく脚を広げ、

        「早く……さわって……！　もどかしくて……へんに、なっちゃうッ」

        はぁはぁと息を荒げながら懇願すると、水希は小首を傾げて笑った。

        「美和ちゃんは素直でかわいい……」

        言いながら、水希は右手を下へ走らせる。

        「――ん、はぁっ！」

        開け広げになっている肉粒に水希の指先がツンッと触れる。そのとたん、焦れを伴った甘い快感が体の中をひた走った。美和の両足はビクッと跳ね、乳房がふるっと揺れる。その様子を水希は愉しげに見つめる。

        「あら、美和ちゃん。私のをいじる手が止まってるわよ」

        「あ……ご、め……」

        謝りながらやっとの思いで指を動かす。水希の秘芯を蜜口ごと撫で上げると、彼女は「あぁん」と喘いでよがった。

        美和の指の動きに合わせて、水希はようやく美和の淫核をこすり始めた。

        「アッ、は……ぁ、あんっ」

        水希の指はリズミカルに秘玉をノックしてくる。小さな豆粒を上下左右、あらゆる方向に指で素早くなぶられると、絶叫してしまいたくなった。

        「あんまり大きな声を出しちゃダメよ、美和ちゃん……は、んんっ」

        各客室にそなわっている露天風呂を間仕切っているのは塀だけだ。壁に囲われた閉鎖空間ではない。ゆえに、もしかしたらふたりの喘ぎ声は隣室に筒抜けになっているかもしれない――。

        そう思い至った美和はあわてて口を押さえた。

        「ふふっ……いまさらね。美和ちゃんのかわいい声はだれにも聞かせたくないけど……そうして恥じらってる美和ちゃんも、やっぱりかわいい。大好きよ」

        「はふっ、あぁっ……！」

        水希の指が小刻みに素早く淫芽をこする。絶頂しろ、と言わんばかりの猛攻だ。美和もまた水希の肉粒を激しくこすった。

        「あぁぁあ、ぁ、ん――ッ!!」

        ビクッ、ビクッ……。

        下半身が脈打つ。「はぁ、はあっ」と息を吐いて、昇りつめた快感を存分に味わう。

        水希もまた絶頂したようだった。恍惚とした表情を浮かべてシャワーのハンドルをひねる。

        「ふ……ッ、ンン！」

        達したばかりで過敏になっている陰唇に水希は湯を浴びせた。

        「シャワーで流しても、ヌルヌルしたのが取れないわね」

        蜜口をたどる指先はなまめかしい。

        「み、水希ちゃんだって」

        美和は水希の陰部にシャワーを向けて泡を流してたあとで、ぬめり具合を指で確認した。いまだにひどくぬかるんでいる。

        「ん……そうよ。美和ちゃんを見ていたら無限にあふれてきちゃうの」

        水希は美和の手首をつかみ、自ら指を蜜道に押し込んだ。

        「ねぇ……しましょう？　もう、たまらないの……」

        「うん……」

        ふたりは互いの体についた泡を湯で流し、バスタオルで体を拭き合ってから部屋に戻った。浴衣を軽く羽織り、布団の上で淫らにもつれる。

        「……浴衣を着る意味ってある？」

        美和がポツリと言った。

        「大いにあるわ。浴衣姿で乱れてる美和ちゃん、いつも以上に色っぽいもの。……ほら、襟からこぼれた胸がいっそう扇情的」

        水希は壁に背をもたれていた美和の浴衣の襟を乱して彼女の胸を外へ出す。

        「あ……ん」

        「裾だって……ほら。こんなふうに開いて、美和ちゃんの大事なところをあらわにするの。……あぁ、すごくセクシーよ」

        水希は満足げに美和を見つめる。浴衣の襟からこぼれ出た乳房に、左右に開かれた裾からのぞく秘めた園。確かに、興奮する。乱れた姿を熱心に見つめられ、蜜口からはさらに愛液があふれた。

        「水希ちゃん……早く」

        「はいはい、わかってるわ……」

        妖艶にほほえみ、水希は布団の脇に準備していた小道具を手に取る。双頭のバイブだ。

        「すんなり入りそうね……お互いに」

        水希が脚を広げる。浴衣の裾が左右に開き、濡れた膣口が開け広げになったさまは確かに扇情的だ。美和の蜜壷がドクンと脈を打つ。

        「ン……」

        水希はまず自分自身にバイブの片側を浅く挿れた。それからジリジリと美和へ近づく。バイブのもうひとつの頭が、膣肉へめり込む。

        「あ、ぁあぁっ……」

        「はぅっ……ぁあッ」

        ふたりはそれぞれに喘ぎ、ふたりをつないでいるそれを体の奥深くへ誘い込む。

        「ぁ、はぁ……っ！　奥まで……はいっ、たぁ……ぁ、あふっ」

        「すぐに……ぁんっ！　動いちゃ、ぁ……だめ……よ？」

        美和はコクコクとうなずき、慎重に腰を揺する。

        「あっ……！　だめ、よ……もっと、ゆっくり……ぁ、ぁあッ!!」

        慎重に動いたつもりだったが、水希にはかなりの刺激になってしまったらしい。

        「も……がまん、できない……ッ」

        美和は「はぁっ」と息を吐いて激しく腰を前後させた。

        「きゃっ――アァアッ！」

        水希の体が揺れる。彼女の豊かなバストが、ゆるくなった浴衣の襟からときおり垣間見えるのがたまらない。

        ぐちゅっ、ぬちゅちゅっ。

        卑猥な水音はどちらの体から発せられているのかわからない。どちらかが身じろぎすると、予測できない動きで肉襞がこすれて、えもいわれぬ快感が爪の先までほとばしる。

        「あぁっ、はん……っ！　だめ、だめぇっ!!」

        絶頂が近い。美和は追いうちをかけるように腰を前後させた。水希も同じように腰を振り乱す。

        「あぁあっ、ふぁぁッ――！」

        互いの脈がバイブを通して伝わってきているような気がする。ふたりは示し合わせたように絶頂して、体内をビクビクと収縮させる。

        （気持ちいい……）

        水希の振動を感じる。

        美和は両手を伸ばして水希の腰をかき抱き、絶頂の余韻に浸る。

        「好き……ずっとこうしていたい」

        「ん……私もよ」

        腰を抱きしめ返された。こめかみを伝う汗を水希が指で拭う。

        「お風呂に入ったばかりなのに、また汗をかいちゃったわね」

        「そうだね……。もう一回、入る？」

        「いいわよ……。今度は体の隅々まで綺麗に洗ってあげる」

        淫らな雰囲気を漂わせる水希にぞくりと甘くわななきながら、美和は「うん」と返事をした。

        　

    

    
        十五　ハダカエプロン

        　

        晴れの休日は庭にいることが多い。今日はふたりでバーベキューをしている。

        「はい、ぁーん」

        「ぁ……んっ」

        美和と水希は白いベンチに並んで座り、炭で焼いた肉や野菜を食べさせ合っていた。

        身につけているものはエプロンと、下半身に挿したバイブ。ふたりとも、そのふたつだけだ。

        「ほら、よく噛んで食べなくちゃ」

        「ん、ふぅっ……」

        美和の秘所に埋まっているバイブをゆるく前後させながら水希は美和に食事を促す。

        しかし正直なところ食事どころではない。バイブが隘路を往復するたびに、ぐちっ、ぬちゅぅっと卑猥な水音が立って耳を官能的に刺激する。

        いてもたってもいられなくなるのに、水希は肉や野菜を勧めてくるのだ。美和は内股をピクピクと動かしながら口を開けて炭火焼きの肉を食べる。

        「美味しい？　美和ちゃん」

        「おいし……けど……ぁ、ふぁっ」

        肉壷のナカをゆるゆると抽送され、もどかしさばかりが募っていく。

        「ん、はぁっ……水希ちゃんばっかり、ずるい……！」

        美和は水希が持っている箸を強引にガーデンテーブルの上に置き、その手で彼女のふくらみをわしづかみにした。

        「ひゃっ」

        フリルがついた薄手の白いエプロンは、手で押さえつけるとふくらみの先端が透けて見える。

        「んん、たまらない……。いただきまーす」

        「や、ゃんっ！」

        お肉よりも、水希の透けた乳首のほうが美味しそうだ。美和は何のためらいもなく水希の乳頭にかぶりついた。

        「ァンッ！　はぅっ……んん」

        唾液で湿るとピンク色が濃くなった。濡れていっそう透けた乳首はますます性欲を煽る。美和は両手で水希のふくらみを脇から中央に寄せ、真ん中に集まった乳首をふたつ一緒くたに舐めしゃぶった。

        「あぁあっ！　ゃぁっ、それ……ダメェッ!!」

        「んんー？」

        透けた乳首と同じ色になった水希の顔を見上げる。

        「じゃあこうするほうがいい？」

        美和はエプロンの端をつまんで持ち上げ、生地を中央に寄せた。美和の唾液でにわかに湿った乳頭がぷるんと躍り出る。

        「はぁ、美味しそう……」

        息を呑んで、美和はふたたび水希の乳房を真ん中に寄せ、並んで勃った乳首にレロレロと舌を這わせる。

        「はふっ、ぅうん！」

        硬くしこった薄桃色の先端は舐めしゃぶるといっそう凝り固まった。舌をかたくなに弾くのも、何だかいじらしい。美和は夢中で水希の乳頭を舌でなぶり、吸い立てた。

        「あ、あんまりイタズラすると……こうしちゃうんだからっ」

        荒く息をしながら水希が反撃に出る。

        「んッ、ふぅっ!!」

        ヴィィィッと鈍い音がして、肉壷にうずまっていたバイブが振動を始めた。淫核の部分には根から枝分かれした細い突起が押し当てられている。

        「ぁふっ、あぁ……はぁっ、ふはぅっ！」

        ナカをぐりぐりとえぐられながらバイブの突起でもうひとつの敏感な突起を押される。水希の片手が美和の乳房を捉え、そのいただきをエプロン越しにいじり始めた。

        「やっ、ぁあ……っ、ひぅっ、うぅ」

        美和はなまめかしい喘ぎ声を発しながら水希の乳嘴を指でめちゃくちゃにこねくりまわした。

        「ぁはっ……ぁあんっ、んぁっ、ふぅ」

        水希が体をくねらせると、ふくらみの濡れたいただきが誘うようにふるふると揺れる。

        「あぁん、も……ぅっ」

        なかなか乳首に触れてくれない水希にしびれをきらして、美和は自らエプロン生地を中央に寄せて乳房を露出させ、水希のそれにあてがった。

        「ひゃんっ！　はぁ、んんっ」

        水希の乳首を自分の乳首でこすりつつ、彼女の下半身に挿さっているバイブを突き動かす。

        「やっ、ぁあ！　だめ、ぇっ……はぁ、あぁあっ」

        みずみずしい唇を半開きにして喘ぐ水希はいつ見てもあでやかだ。

        美和は吸い寄せられるように水希の唇に触れる。

        「んふっ、ぅ」

        塞いだ唇は柔らかく、熱い吐息を間近で感じてまた体が疼く。

        「ふ、ぅ……ンンッ」

        水希の舌が入り込んできた。歯列をたどり、上顎を撫でて自身の舌に絡まる。

        「ふぅっ、うぅ」

        ぴちゃぴちゃと舌をもてあそばれる。バイブを持つ手が汗ばんできた。それは水希も同じだと思う。

        ジュッと舌を吸い上げたあと、

        「やぁんっ、イク――……!!」

        水希が叫ぶように言った。つられて美和もいっきに快感が頂点まで昇りつめて、瞬く間に爆ぜる。

        「あぁぁあぁっ――……！」

        ふたりは乱れた息遣いのまま抱き合った。

        まさかこんな恰好でバーベキューをして、蜜戯に没頭する日がくるなんて夢にも思わなかった。ここがふたりの秘密の花園だからこそ、だ。

        それから美和は自邸を改めて眺めて思った。

        ――女がふたりで家を建てて、なにが悪い？

        　

        　

        　

        おわり

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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